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行　事　予　定 
 

2011年9月15日～11月30日

おしらせ 

場所：ホテルグランミラージュ 

11月 日 （金） 11

おしらせ 
東部地区会員懇談会  

  9月16日（金） 

  9月26日（月） 

10月  6日（木） 

11月11日（金） 

11月11日（金） 

11月17日（木） 

11月28日（月） 

  9月15日（木） 

  9月16日（金） 

  9月16日（金） 

 

 

   

  9月27日（火） 

  9月27日（火） 

   

  9月28日（水） 

 

10月  7日（金） 

10月12日（水） 

10月13日（水） 

10月14日（金） 

10月18日（火） 

 

 

 

11月14日（月） 

11月16日（水） 

11月17日（木） 

11月24日（木） 

16:30～18:30 

16:00～17:30 

13:00～15:00 

17:00～ 

17:40～ 

16:30～ 

13:30～ 

13:30～17:00 

13:30～16:00 

13:00～16:00 

  9:00～13:00 

  9:30～16:30 

  9:00～17:00 

13:00～17:30 

13:30～16:30 

  9:30～18:00 

  9:30～16:30 

  9:30～16:30 

  9:30～16:30 

13:30～16:30 

13:00～17:00 

  9:30～16:30 

  9:30～16:30 

 

  9:30～17:00 

  9:30～17:00 

13:30～16:30 

  9:30～16:00 

13:30～16:00 

14:00～16:00

労働法関連法制研究部会（第2回） 

品質管理委員会「定例委員会」 

連合富山との協議会 

政策委員会 

東部地区会員懇談会 

労働法関連法制研究部会（第3回） 

富山県工業教育振興会60周年記念式典 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

労働法実務研修会（第２回） 

品質工学実践講座 

管理職マネジメント研修 

ヒューマンエラー対策講座 

品質管理入門コース講座（第2回） 

企業理念見学会 

改善力養成セミナー（基礎編） 

ISO14001内部環境監査員養成講座 

経理・財務の基礎コース 

第1回係長・主任基礎コース 

品質トラブル未然防止セミナー 

人事・労務管理セミナー（第3回） 

県内企業見学研修会 

若手社員活性化コース 

事務・間接（スタッフ）部門の効果的業務改善の進め方 

県外企業見学研修会 

ISO9001内部監査員養成講座 

管理者基礎コース 

品質管理委員会「講演会」 

コスト改善力実践コース 

労働法実務研修会（第3回） 

事例発表会 

人事・労務政策 

品質管理 

経営特別 

 

 

人事・労務政策 

 

品質管理 

人事・労務政策 

品質管理 

教　　育 

品質管理 

品質管理 

経営特別 

教　　育 

環　　境 

教　　育 

教　　育 

品質管理 

人事・労務政策 

環　　境 

教　　育 

教　　育 

品質管理 

品質管理 

教　　育 

品質管理 

教　　育 

人事・労務政策 

環　　境 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

ホテルグランミラージュ 

ホテルグランミラージュ 

富山経協・研修室 

富山電気ビル 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山県農業総合研修所 

富山県市町村会館 

富山経協・研修室 

武内プレス工業㈱ 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

 

富山商工会議所ビル 

インテック大山研修センター 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

 

 

 

 

上記おしらせ参照 

 

 

10月6日（木）にも開催 

 

10月14日（金）にも開催 

10月21、11月18日にも開催 

 

 

 

 

 

 

 

21頁INFORMATION参照 

20頁INFORMATION参照 

20頁INFORMATION参照 

20頁INFORMATION参照 

20頁INFORMATION参照 

21頁INFORMATION参照 

21頁INFORMATION参照 

20頁INFORMATION参照 

 

20頁INFORMATION参照 

20頁INFORMATION参照 

20頁INFORMATION参照 

17:40～18:40　講演会 
 

18:50～20:00　懇 親 会 

スイフヨウ （解説・18ページ） 

2011

北電変圧器リサイクルセンター、 
佐藤鉄工 
 

コマツ粟津工場、 
福井鋲螺加賀工場 
 

9月27・28日（火・水） 

10月4・5日（火・水） 

9月21（水)、27日（火） 

9月16・17日（金・土） 

9月21・22日（水・木） 

（別途ご案内申し上げます） 
 

 ２　TOP INTERVIEW 
　　　 立業社　島倉憲治社長 

 ４　政策委員会、富山地区会員懇談会（報告） 

 ５　日本経団連講演録 

 ６　特別講演録（笠井千秋氏／第一線管理監督者講座） 

 ８　富山県生活環境文化部との情報交換（講演要旨） 

 ９　調査報告 
　　　 2011年夏季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉 

10　業務日誌 

11　Keikyo行事レポート 

12　参加者NOTES 

17　新会員紹介 

18　会員の動き 

19　景況指標 

20　INFORMATION(事業案内) 

22　おしらせ・行事予定 

10月26・27日（水・木） 

11月  9・10日（水・木） 

11月11・12日（金・土） 

 

講師：阿部  秀司 氏  
           （映画「RAILWAYS」製作総指揮） 
 

「映画先進県へのすすめ」 



1946年６月

富山市黒崎125

3,300万円

デジタル情報処理、各種複写

サービス、ＯＡ機器ソフト販売

63人（2011年５月現在）

約10億円（2011年５月期）

㈱立業社・ビジネス・マシンズ

㈱立業社・アイディオー 

T ITop Interview

氏 

： 

： 

： 

： 

 

： 

： 

： 

 

： 

創　業  

所 在 地

資本金

事業内容 

 

従業員数 

売上高  

関連会社 

 

Ｕ Ｒ Ｌ 

会社概要  

略　歴 

1942(昭和17)年５月生まれ。
高岡市福岡町出身。富山大
工学部卒後、北陸電力入社。
技術研究所から、1997年立
業社へ入社。情報システム
センター本部長、総務部長、
取締役から、2004年現職。
富山県情報複写産業協同組
合理事長。 

株式会社 立業社 
代表取締役社長 

島 倉  憲 治 

オンリーワンのサービス 
「何でも頼れる」 会社に 

株式会社 立業社 

” 

立業社は青写真の焼付から始まり、
現在、コピー業からの脱皮を図ら
れています。富山県情報産業協会
にも所属されていますが…。 
　創業者の浅田煕は、1946年に設
計図等の青写真焼付事業を始めま
した。大きな図面になると、当時
は対応できる機械も無かったので、
大型精密静電複写機を自ら開発し、
科学技術庁長官賞も受賞しました。
その後、大手メーカーがオフィス
向けのコピー機を投入されてきた

ため、単なるコピー業では先が見
えなくなり、コピー機やＯＡ機器
の販売・メンテナンス事業へ乗り
出しました。 
　現在の事業は、複写やオンデマ
ンドプリントの画像処理サービス
と、デジタルデータ情報処理サー
ビス、ＯＡ機器の販売・メンテナ
ンスの３本柱になっています。 
島倉社長は北陸電力のご出身です。 
　北電では情報システム開発業務
を10年以上担当しました。水力発

電所や支店、本店では情報システ
ム部、企画室、監査役室、技術研
究所も経験。立業社が情報システ
ムの開発経験者を探していて、私
は平成９年に立業社へ出向し、情
報システムセンター本部長に就き
ました。その後、総務部長として
社内外の対応に当たっておりまし
たが、２代目の橋本社長が急逝さ
れる直前に後を託され、社長にな
りました。 
　 
 
オンリーワンのサービスで、「何
でもコピー」から「何でも頼れる」
会社に変革されてきました。 
　お客様から注文があったら「で
きないと言うな」と社員に言って
います 
持ち帰って検討する。他社ができ
ないことをしていくことで新しい
商品、サービスが提供できます。 
　業界全体を見ると、平成９年に
は750社が全国大の組合に加盟し
ていましたが、現在は約270社。
私が社長に就任した頃はすでにコ
ピー機が普及し、パソコンも進歩
して書類が電子配布されるように
なっていました。コピー業界が厳
しい状況に陥るのは目に見えてい
たので、デジタルデータ処理サー
ビスへ業種転換を目指しました。
幸い、電子ファイリングの仕事は
増えています。 
各種事業を展開されていますが、
売り上げの構成は。 
　以前はコピー業務が主体でした
が、今は機器の販売・メンテナン
スが主流になりました。キヤノン
マーケティングジャパンの代理店
としては県下で初めて「ゴールド
店」に昇格しました。アフターサ
ービスを重視し、連絡をもらった
ら30分以内に到着する体制を整え
ています。お客様第一主義で、「何 

自然採光を活用し、照度を自動調整するＬＥＤ照明のオフィス 

http://www.rgsg.jp/

　―デジタル処理へ転換― 
 

―新社屋はエコビル― 
 

―地域に貢献、防災対応も― 
 

ＣＯ2

でも頼れる立業社」を合い言葉に、
満足いただけるサービスの提供を
心掛けています。 
　また、取扱商品の拡大を目指し
て、看板や展示会のパネルなどに
使うサインボードの販売にも力を
入れています。大きなものになる
と幅120cm×長さ20ｍの１枚フィ
ルムに巨大写真やメッセージを出
力できます。雨に濡れても、日光
に当たっても色あせない特殊なフ
ィルムで、これをＬＥＤの電飾看
板等に取り付け、営業展開してい
ます。使用電力量を節約できるの
と、ＬＥＤは省エネでかつ長寿命
というメリットがあります。富山
空港には８枚のＬＥＤ大型サイン
ディスプレイを納入しています。 
高度な情報処理などに対応すると
なると人材育成がカギになります。 
　社員教育は一番大事です。社員
の平均年齢は40歳前後で、デジタ
ル処理に強い人ばかりではありま
せん。関連機関が実施する教育を
積極的に受けさせています。さら
に、コンピューター関係は全社員
を対象に、メーカーや外部の訓練
センターでの受講を義務づけてい
ます。資格取得を勧め、取得した
資格に応じて手当や祝い金をつけ
ています。 
　 
 
昨年９月に本社ビルを新築されま
した。環境に配慮したエコビルだ

そうですね。 
　これからの時代は環境に良いも
のでないといけないと考え、地域
でナンバーワンのエコビルを目指
しました。情報システムセンター
があった現在地に、新桜町にあっ
た本社と富山支店を集結しました。
屋上を緑化し、全館ＬＥＤ照明を
採用、蛍光灯を使った場合に比べ
て使用電力量の大幅な削減になっ
ています。 
　また、企業は地域社会への還元
が必要であるとの思いから、４階
のホールは災害時には地域の皆さ
んに一時避難所として開放します。
市の災害時等協力事業所にも登録
しました。建物は建築基準法の
1.5倍の耐震性を確保し、浸水防
止対策として防潮板を設置してい
ます。また、小型の非常用発電機
も備えています。 
 
 
大震災の前に理想的なオフィスを
構えられたのは先見の明がありま
すね。エコビルのメリットは。 
　一つはコストダウンです。窓や
ライトコート（吹き抜けスペース）
からの自然採光を活用し、トイレ
や給湯室はセンサーで自動点消灯
します。消費電力の少ないＬＥＤ
照明器具を全館に採用し、屋上と
西日対策も兼ねて壁面にも太陽光
発電を採用しています。 
　一番の省エネはエレベーターを

使わないこと。必要最小限に、お
客様用の１台を入口近くに設置し、
社員の移動は中央吹き抜けの階段
を利用します。また、井水を利用
するために井水槽を設けて夏の冷
房に全面的に活用したり、トイレ
などの雑排水としても活用してい
ます。一般の事務所ビルに比べて
　　 削減率は50％以上。ＣＡＳＢ
ＥＥ（建築物総合環境性評価シス
テム）最高のＳランクを北陸で初
めて取得できました。 
　環境対応として電気自動車も２
台導入し、営業の女性が使用して
います。今夏は一部門においてサ
マータイムを導入し、朝７時出社、
午後３時退社を実施しました。 
今後はどのような事業展開をお考
えですか。 
　画像・デジタルデータ情報処理と、
ＯＡ機器の販売・メンテナンスの
２本柱があり、現在、もう１本を
模索中です。 
座右の銘は。 
　「因果応報」です。前世があっ
て我々がここにある。間違ったこ
とをすれば後世に悔いを残す。巡
り回っていることを常に思います。
創業65年の歴史を誇りとして、今
後もより一層お客様に愛される企
業であり続けるために、常に前進
していきたいと考えています。 

その場で判断できなくても、 。 
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高岡市福岡町出身。富山大
工学部卒後、北陸電力入社。
技術研究所から、1997年立
業社へ入社。情報システム
センター本部長、総務部長、
取締役から、2004年現職。
富山県情報複写産業協同組
合理事長。 
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島 倉  憲 治 
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「何でも頼れる」 会社に 

株式会社 立業社 

” 

立業社は青写真の焼付から始まり、
現在、コピー業からの脱皮を図ら
れています。富山県情報産業協会
にも所属されていますが…。 
　創業者の浅田煕は、1946年に設
計図等の青写真焼付事業を始めま
した。大きな図面になると、当時
は対応できる機械も無かったので、
大型精密静電複写機を自ら開発し、
科学技術庁長官賞も受賞しました。
その後、大手メーカーがオフィス
向けのコピー機を投入されてきた

ため、単なるコピー業では先が見
えなくなり、コピー機やＯＡ機器
の販売・メンテナンス事業へ乗り
出しました。 
　現在の事業は、複写やオンデマ
ンドプリントの画像処理サービス
と、デジタルデータ情報処理サー
ビス、ＯＡ機器の販売・メンテナ
ンスの３本柱になっています。 
島倉社長は北陸電力のご出身です。 
　北電では情報システム開発業務
を10年以上担当しました。水力発

電所や支店、本店では情報システ
ム部、企画室、監査役室、技術研
究所も経験。立業社が情報システ
ムの開発経験者を探していて、私
は平成９年に立業社へ出向し、情
報システムセンター本部長に就き
ました。その後、総務部長として
社内外の対応に当たっておりまし
たが、２代目の橋本社長が急逝さ
れる直前に後を託され、社長にな
りました。 
　 
 
オンリーワンのサービスで、「何
でもコピー」から「何でも頼れる」
会社に変革されてきました。 
　お客様から注文があったら「で
きないと言うな」と社員に言って
います 
持ち帰って検討する。他社ができ
ないことをしていくことで新しい
商品、サービスが提供できます。 
　業界全体を見ると、平成９年に
は750社が全国大の組合に加盟し
ていましたが、現在は約270社。
私が社長に就任した頃はすでにコ
ピー機が普及し、パソコンも進歩
して書類が電子配布されるように
なっていました。コピー業界が厳
しい状況に陥るのは目に見えてい
たので、デジタルデータ処理サー
ビスへ業種転換を目指しました。
幸い、電子ファイリングの仕事は
増えています。 
各種事業を展開されていますが、
売り上げの構成は。 
　以前はコピー業務が主体でした
が、今は機器の販売・メンテナン
スが主流になりました。キヤノン
マーケティングジャパンの代理店
としては県下で初めて「ゴールド
店」に昇格しました。アフターサ
ービスを重視し、連絡をもらった
ら30分以内に到着する体制を整え
ています。お客様第一主義で、「何 
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でも頼れる立業社」を合い言葉に、
満足いただけるサービスの提供を
心掛けています。 
　また、取扱商品の拡大を目指し
て、看板や展示会のパネルなどに
使うサインボードの販売にも力を
入れています。大きなものになる
と幅120cm×長さ20ｍの１枚フィ
ルムに巨大写真やメッセージを出
力できます。雨に濡れても、日光
に当たっても色あせない特殊なフ
ィルムで、これをＬＥＤの電飾看
板等に取り付け、営業展開してい
ます。使用電力量を節約できるの
と、ＬＥＤは省エネでかつ長寿命
というメリットがあります。富山
空港には８枚のＬＥＤ大型サイン
ディスプレイを納入しています。 
高度な情報処理などに対応すると
なると人材育成がカギになります。 
　社員教育は一番大事です。社員
の平均年齢は40歳前後で、デジタ
ル処理に強い人ばかりではありま
せん。関連機関が実施する教育を
積極的に受けさせています。さら
に、コンピューター関係は全社員
を対象に、メーカーや外部の訓練
センターでの受講を義務づけてい
ます。資格取得を勧め、取得した
資格に応じて手当や祝い金をつけ
ています。 
　 
 
昨年９月に本社ビルを新築されま
した。環境に配慮したエコビルだ

そうですね。 
　これからの時代は環境に良いも
のでないといけないと考え、地域
でナンバーワンのエコビルを目指
しました。情報システムセンター
があった現在地に、新桜町にあっ
た本社と富山支店を集結しました。
屋上を緑化し、全館ＬＥＤ照明を
採用、蛍光灯を使った場合に比べ
て使用電力量の大幅な削減になっ
ています。 
　また、企業は地域社会への還元
が必要であるとの思いから、４階
のホールは災害時には地域の皆さ
んに一時避難所として開放します。
市の災害時等協力事業所にも登録
しました。建物は建築基準法の
1.5倍の耐震性を確保し、浸水防
止対策として防潮板を設置してい
ます。また、小型の非常用発電機
も備えています。 
 
 
大震災の前に理想的なオフィスを
構えられたのは先見の明がありま
すね。エコビルのメリットは。 
　一つはコストダウンです。窓や
ライトコート（吹き抜けスペース）
からの自然採光を活用し、トイレ
や給湯室はセンサーで自動点消灯
します。消費電力の少ないＬＥＤ
照明器具を全館に採用し、屋上と
西日対策も兼ねて壁面にも太陽光
発電を採用しています。 
　一番の省エネはエレベーターを

使わないこと。必要最小限に、お
客様用の１台を入口近くに設置し、
社員の移動は中央吹き抜けの階段
を利用します。また、井水を利用
するために井水槽を設けて夏の冷
房に全面的に活用したり、トイレ
などの雑排水としても活用してい
ます。一般の事務所ビルに比べて
　　 削減率は50％以上。ＣＡＳＢ
ＥＥ（建築物総合環境性評価シス
テム）最高のＳランクを北陸で初
めて取得できました。 
　環境対応として電気自動車も２
台導入し、営業の女性が使用して
います。今夏は一部門においてサ
マータイムを導入し、朝７時出社、
午後３時退社を実施しました。 
今後はどのような事業展開をお考
えですか。 
　画像・デジタルデータ情報処理と、
ＯＡ機器の販売・メンテナンスの
２本柱があり、現在、もう１本を
模索中です。 
座右の銘は。 
　「因果応報」です。前世があっ
て我々がここにある。間違ったこ
とをすれば後世に悔いを残す。巡
り回っていることを常に思います。
創業65年の歴史を誇りとして、今
後もより一層お客様に愛される企
業であり続けるために、常に前進
していきたいと考えています。 

その場で判断できなくても、 。 
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　７月14日(木)、北陸三県の経営
者協会正副会長13名が出席して、
2011年北陸三県経営者協会正副会
長会議を、福井県セーレン㈱生活
科学総合ステーションにおいて開
催した。富山経協からは稲垣会長
含め５名が出席した。
　福井経協 山崎会長の挨拶の後、
川田相談役（セーレン社長）より、
1988年の社長就任後に実施してき
た、①主力事業であった染色から
非衣料、非繊維化への企業構造の
改革、②繊維加工技術を基盤とし

た多分野にわたる新事業創造の取
り組みは、2010年度売上の新商品
比率が　　　なるなどの成果が出
てきた。また、この改革を進める
ために仕掛けてきた、①社員の意
識を変える、②問題を顕在化する
ことによる仕事の見える化を進め
る、③役職上位者に仕事をさせる
組織づくりなどの具体的な取り組
みについて説明を受けた後、新商
品比率　　　具現化している開発 
・企画部門と、マルチメディア時
代に対応し時間差ゼロのプロダク 

 
 
 
 
 
 
トシステムを可能にしたビスコテ
ックスの生産部門を見学した。
　その後、　　　　に移って情報
交換の懇親会。福井・山崎会長の
挨拶の後、富山・稲垣会長が乾杯
の発声をし、次期開催県である石
川・菱沼会長の中締めで散会した。

 
 
　富山地区会員懇談会に先立ち同
ホテルで、稲垣会長はじめ副会長、
常設委員長ら９名が出席し、９月 
 
 
 
 
 
 
 

度政策委員会を開催した。 
　はじめに、2012年４月１日の一
般社団法人移行に向けて、富山県
に申請するための新定款案につい
て審議し、全員賛成で承認された。 
　次に、各委員会研究部会報告が
あり、経営特別委員会は「企業組
織のあり方ＰＡＲＴⅡ」について。
人事・労務政策委員会は「若年者
(中途)採用の動向」について、就
職、離職を繰り返すその現状把握
と原因を探り、定着化の手段を検

討する。教育委員会は「ＯＪＴ・
コーチングの実践事例」について、
事例発表、情報交換、企業見学、
アンケートを行い、特徴や優れた
点を検討する。環境委員会では「地
球温暖化対策」について、取り組
み事例を情報交換し、その内容を
まとめるとの報告があった。 
　また、今年度の最低賃金審議会
の審議結果、ならびに2012年度県
内経済４団体新春互礼会を来年１
月４日に開催することを確認した。 

北陸三県経営者協会正副会長会議 

90％ に 

90％ を 
 

 

（８月24日、記事は11頁掲載） 

 
 
 
 
 
 
　昨年の６月に政府が示した新成長戦略の中で、
2020年度までの目標として、60歳から64歳までの就
業率を63％とすることが示されています。併せて、
この目標を達成するための工程表が示され、これに
基づき、今年の６月に厚生労働省に置かれた「今後
の高年齢者雇用に関する研究会」で報告書がまとめ
られました。今後、９月から労働政策審議会で必要
な見直しを図るための検討が行われることになって
おり、来年の通常国会への改正法案の提出が予定さ
れています。
　研究会報告のポイントとして、今回の報告書では
明確に施策の方向性を打ち出しているという点で大
きな特徴があります。とりわけ、「雇用と年金を確
実に接続させることが課題であり、特に定年制の対
象となる者については、企業の社会的責務として、
雇用と年金の接続を図るべきである」との基本的な
考え方が示されていますが、雇用と年金の接続を「企
業の社会的責務」とする考え方は、あまりにも言い
過ぎであり、誠に遺憾であると考えています。また、
具体的な施策の進め方として、①法定定年年齢の65

歳までの引き上げと、②希望者全員の65歳までの継
続雇用の２つを挙げています。①については、今回
の見直しで踏み込まないことが明確に読み取れる書
き方がなされています。一方で法定の定年年齢を引
き上げないとなると、希望者全員の65歳までの雇用
を確保するために、ほとんどの企業が実施している
継続雇用制度において、現行制度で認められている
基準制度が問題となってきます。この点について、
報告書では、「基準制度は希望者全員の65歳までの
雇用確保を実現するための、いわば過渡的な措置で
あるものとして、廃止すべきである」と明確に結論
づけています。
　今回の報告書の内容は、ほとんど連合の考え方と
同じであり、研究会の報告書について連合は大変評
価をしています。なお、連合としては、高齢法につ
いて私法上の効力を持たせるよう主張してきましたが、
報告書はこの点については否定しています。
　経団連では、今回の研究会報告を受けて、翌７月
に提言を発表しました。今回の報告書の内容には大 

 
 
 
 
 
 
変な違和感があり、「雇用の維持拡大には持続的な
経済成長・企業の成長が不可欠であり、年金の支給
開始年齢の引き上げへの対応は企業だけに求めるも
のではなく、個別企業のみに過大な責任を求めれば
企業の競争力が失われる」とした上で、高齢者雇用
を取り巻く環境は多様であり、労働市場全体を通じ
て高齢者の雇用の場を確保していく、また個別企業
でいえば労使での話し合いや取り組みを尊重してい
くことが必要であるとしました。

　結論的に経団連として求めていることをまとめま
すと、「継続雇用における労使協定による基準も含め、
現行の雇用確保措置の３つの選択肢は今後も維持さ
れるべき」ということになります。このベースにあ
る考え方としては、
①基準の必要性については労使自治の観点があり、
　実際に基準を設けている場合も必要以上に選別的
　な機能を有している実態にないこと。
②基準を設けることで60歳までの従業員のモチベー
　ションを維持することにもつながること。
③労働契約はお互いの合意に基づいて締結されるも
　のであり、一方当事者の希望のみにより雇用が確
　保されるのはおかしいといえること。
④法定定年年齢は、現在８割以上の企業が60歳定年
　という現状を考えれば、とても引き上げる状況に
　はないこと。
⑤定年年齢を引き上げるとなると、年功的な賃金制
　度や退職金制度、人事配置などが絡んでくるので
　簡単な話ではなく、賃金カーブの変更を行うなど
　必要な見直しをする場合でも、不利益変更などが
　許容されないため難しいと考えられること。
といったことが挙げられます。
　その上で、基準制度については、同一企業内原則
というものを改めて、子会社間や資本関係のない企業、
大企業から中小企業といった移動も含めて雇用確保
を図る場合にも認めていくことや、セーフティネッ
トの充実を図ることなどを求めています。
　こうしたことを踏まえて、今後、労働政策審議会
での議論に対応していきたいと考えています。

　９月９日(金)、富山地区会員懇談会を153名の参
加で、名鉄トヤマホテルで開催した。 

　第１部講演会は、富山市ファミリーパークの山本
茂行園長を講師に招き、「森、ひと、いのち、地域
を元気に」―富山市ファミリーパークの取り組みと、
日本の動物園・水族館の目指す道―と題し、今般の
東日本大震災で被災した東北地方の園館に対し日本
動物園水族館協会長として支援活動をして得た教訓 
と、富山の呉羽丘陵全体の資源を生かして人が元気 

 
 
 
 
 
になる場所づくりに取り組むビジョンを聞いた。 
　第２部懇親会では、稲垣会長から新会員企業２社
が紹介され、田中副会長の開会挨拶、石井県知事の
来賓挨拶、稲垣会長の乾杯の後、なごやかに歓談し、
町野副会長の中締めで散会した。 
 

「最近の労働政策」 
 － 今後の高齢者雇用のあり方について － 

社団法人 日本経済団体連合会 
　　　 労働政策本部　本部長　　高 橋  弘 行  氏 
 

人事・労務政策委員会 

「いたや」 

政策委員会 
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田中副会長の開会挨拶 

 

来賓の石井知事 

 

稲垣会長乾杯 

 

町野副会長の中締め　 
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　７月14日(木)、北陸三県の経営
者協会正副会長13名が出席して、
2011年北陸三県経営者協会正副会
長会議を、福井県セーレン㈱生活
科学総合ステーションにおいて開
催した。富山経協からは稲垣会長
含め５名が出席した。
　福井経協 山崎会長の挨拶の後、
川田相談役（セーレン社長）より、
1988年の社長就任後に実施してき
た、①主力事業であった染色から
非衣料、非繊維化への企業構造の
改革、②繊維加工技術を基盤とし

た多分野にわたる新事業創造の取
り組みは、2010年度売上の新商品
比率が　　　なるなどの成果が出
てきた。また、この改革を進める
ために仕掛けてきた、①社員の意
識を変える、②問題を顕在化する
ことによる仕事の見える化を進め
る、③役職上位者に仕事をさせる
組織づくりなどの具体的な取り組
みについて説明を受けた後、新商
品比率　　　具現化している開発 
・企画部門と、マルチメディア時
代に対応し時間差ゼロのプロダク 

 
 
 
 
 
 
トシステムを可能にしたビスコテ
ックスの生産部門を見学した。
　その後、　　　　に移って情報
交換の懇親会。福井・山崎会長の
挨拶の後、富山・稲垣会長が乾杯
の発声をし、次期開催県である石
川・菱沼会長の中締めで散会した。

 
 
　富山地区会員懇談会に先立ち同
ホテルで、稲垣会長はじめ副会長、
常設委員長ら９名が出席し、９月 
 
 
 
 
 
 
 

度政策委員会を開催した。 
　はじめに、2012年４月１日の一
般社団法人移行に向けて、富山県
に申請するための新定款案につい
て審議し、全員賛成で承認された。 
　次に、各委員会研究部会報告が
あり、経営特別委員会は「企業組
織のあり方ＰＡＲＴⅡ」について。
人事・労務政策委員会は「若年者
(中途)採用の動向」について、就
職、離職を繰り返すその現状把握
と原因を探り、定着化の手段を検

討する。教育委員会は「ＯＪＴ・
コーチングの実践事例」について、
事例発表、情報交換、企業見学、
アンケートを行い、特徴や優れた
点を検討する。環境委員会では「地
球温暖化対策」について、取り組
み事例を情報交換し、その内容を
まとめるとの報告があった。 
　また、今年度の最低賃金審議会
の審議結果、ならびに2012年度県
内経済４団体新春互礼会を来年１
月４日に開催することを確認した。 

北陸三県経営者協会正副会長会議 

90％ に 

90％ を 
 

 

（８月24日、記事は11頁掲載） 

 
 
 
 
 
 
　昨年の６月に政府が示した新成長戦略の中で、
2020年度までの目標として、60歳から64歳までの就
業率を63％とすることが示されています。併せて、
この目標を達成するための工程表が示され、これに
基づき、今年の６月に厚生労働省に置かれた「今後
の高年齢者雇用に関する研究会」で報告書がまとめ
られました。今後、９月から労働政策審議会で必要
な見直しを図るための検討が行われることになって
おり、来年の通常国会への改正法案の提出が予定さ
れています。
　研究会報告のポイントとして、今回の報告書では
明確に施策の方向性を打ち出しているという点で大
きな特徴があります。とりわけ、「雇用と年金を確
実に接続させることが課題であり、特に定年制の対
象となる者については、企業の社会的責務として、
雇用と年金の接続を図るべきである」との基本的な
考え方が示されていますが、雇用と年金の接続を「企
業の社会的責務」とする考え方は、あまりにも言い
過ぎであり、誠に遺憾であると考えています。また、
具体的な施策の進め方として、①法定定年年齢の65

歳までの引き上げと、②希望者全員の65歳までの継
続雇用の２つを挙げています。①については、今回
の見直しで踏み込まないことが明確に読み取れる書
き方がなされています。一方で法定の定年年齢を引
き上げないとなると、希望者全員の65歳までの雇用
を確保するために、ほとんどの企業が実施している
継続雇用制度において、現行制度で認められている
基準制度が問題となってきます。この点について、
報告書では、「基準制度は希望者全員の65歳までの
雇用確保を実現するための、いわば過渡的な措置で
あるものとして、廃止すべきである」と明確に結論
づけています。
　今回の報告書の内容は、ほとんど連合の考え方と
同じであり、研究会の報告書について連合は大変評
価をしています。なお、連合としては、高齢法につ
いて私法上の効力を持たせるよう主張してきましたが、
報告書はこの点については否定しています。
　経団連では、今回の研究会報告を受けて、翌７月
に提言を発表しました。今回の報告書の内容には大 

 
 
 
 
 
 
変な違和感があり、「雇用の維持拡大には持続的な
経済成長・企業の成長が不可欠であり、年金の支給
開始年齢の引き上げへの対応は企業だけに求めるも
のではなく、個別企業のみに過大な責任を求めれば
企業の競争力が失われる」とした上で、高齢者雇用
を取り巻く環境は多様であり、労働市場全体を通じ
て高齢者の雇用の場を確保していく、また個別企業
でいえば労使での話し合いや取り組みを尊重してい
くことが必要であるとしました。

　結論的に経団連として求めていることをまとめま
すと、「継続雇用における労使協定による基準も含め、
現行の雇用確保措置の３つの選択肢は今後も維持さ
れるべき」ということになります。このベースにあ
る考え方としては、
①基準の必要性については労使自治の観点があり、
　実際に基準を設けている場合も必要以上に選別的
　な機能を有している実態にないこと。
②基準を設けることで60歳までの従業員のモチベー
　ションを維持することにもつながること。
③労働契約はお互いの合意に基づいて締結されるも
　のであり、一方当事者の希望のみにより雇用が確
　保されるのはおかしいといえること。
④法定定年年齢は、現在８割以上の企業が60歳定年
　という現状を考えれば、とても引き上げる状況に
　はないこと。
⑤定年年齢を引き上げるとなると、年功的な賃金制
　度や退職金制度、人事配置などが絡んでくるので
　簡単な話ではなく、賃金カーブの変更を行うなど
　必要な見直しをする場合でも、不利益変更などが
　許容されないため難しいと考えられること。
といったことが挙げられます。
　その上で、基準制度については、同一企業内原則
というものを改めて、子会社間や資本関係のない企業、
大企業から中小企業といった移動も含めて雇用確保
を図る場合にも認めていくことや、セーフティネッ
トの充実を図ることなどを求めています。
　こうしたことを踏まえて、今後、労働政策審議会
での議論に対応していきたいと考えています。

　９月９日(金)、富山地区会員懇談会を153名の参
加で、名鉄トヤマホテルで開催した。 

　第１部講演会は、富山市ファミリーパークの山本
茂行園長を講師に招き、「森、ひと、いのち、地域
を元気に」―富山市ファミリーパークの取り組みと、
日本の動物園・水族館の目指す道―と題し、今般の
東日本大震災で被災した東北地方の園館に対し日本
動物園水族館協会長として支援活動をして得た教訓 
と、富山の呉羽丘陵全体の資源を生かして人が元気 

 
 
 
 
 
になる場所づくりに取り組むビジョンを聞いた。 
　第２部懇親会では、稲垣会長から新会員企業２社
が紹介され、田中副会長の開会挨拶、石井県知事の
来賓挨拶、稲垣会長の乾杯の後、なごやかに歓談し、
町野副会長の中締めで散会した。 
 

「最近の労働政策」 
 － 今後の高齢者雇用のあり方について － 

社団法人 日本経済団体連合会 
　　　 労働政策本部　本部長　　高 橋  弘 行  氏 
 

人事・労務政策委員会 

「いたや」 

政策委員会 
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田中副会長の開会挨拶 

 

来賓の石井知事 

 

稲垣会長乾杯 

 

町野副会長の中締め　 
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　今日は経営者の立場で、企業経
営を成功させる５つのポイントに
ついてお話をさせていただきます。 
 
 
　企業は目的をもって事業を行う
存在です。成長企業には成長する
にふさわしい企業理念が、社是や
社訓などとして掲げられています。
達成することが難しいけれども目
指していくもので、終生達成され
ることの無い悲願への持続する意
志という見方もできるでしょう。 
　企業理念の中では創業精神も欠
かせないものです。素朴で意欲的
で動的な精神は、企業の成長に欠
かすことのできないものです。 
　日本の戦後に急成長した企業の
一つ、ホンダの企業理念は成長す
るにふさわしいものがありました。
社是は「わたしたちは、地球的視
野に立ち、世界中の顧客の満足の
ために、質の高い商品を適正な価
格で供給することに全力を尽く 
す」。本田宗一郎さんは「理念な
き経営は罪悪であり、経営なき理
念は寝言である」と、理念と経営
は両立が必要であると言っていま
す。ここでいう理念のベースには
「世のため人のため」、道徳・倫
理があります。 
　成功した企業に共通しているの
は、経営者が一貫した目標を堅持
していること。切に思うことで初
めて企業経営は成功します。また、
渇きが企業を成功に導きます。渇
きとは悲しく苦しい体験を経て得
られた思いで、苦しい体験ほど必
ず将来、生きてきます。 

 
 
 
 
 
 
難局に遭遇しても、過去の苦しみ 
に比べれば、乗り越えられると思
う訳です。色々な経営者を見ても、
極限的体験をした人はいざという
時に、動じないで配下の人間の信
頼を集めて仕事を決断していくこ
とができるのだと思います。 
 
 
　企業は、個人ではできなかった
ことを成し遂げようとする集団で
す。そこにはある目的のために組
織が編成されなければなりません。
ただし、組織は一旦つくられると
必ず肥大します。現状の組織から
得られる利益を守るために組織を
維持拡大する方向に動いてしまう。
しかし、企業の外にある環境は必
ず変化していくので、それに合わ
せて常に革新して行かなければな
りません。 
　そのために、当初の目的が達成
されたら、すぐに解体して新しい
組織を編成し直すというのが、本
来あるべき姿です。今の流れとし
て、従来の階層的な組織から水平
分布に、中央集権的な大きな本社
から、独自の判断で各部署が責任
を持つ分権的な組織。環境の変化
に対する決断を早めるために、ボ
トムアップ組織からトップ主導型
の組織に変えるようになってきて
います。理想的なのは、必要最小
限の管理的組織は残して、プロジ
ェクトチームとタスクホースの活
用です。これは一時的な任務の遂
行のために編成される組織で、任
務が完了すれば解散するような組
織が良いとされています。 

 
 
 
 
 
 
　革新には必ず抵抗勢力が現れま
す。現状維持で利益を得ている勢 
力。それを変えなければならず、
それには知識ではなく、勇気、や
り遂げようとする意志が必要です。 
　そして、組織を常に新鮮に保つ
には、社員の個性を最大限に発揮
させることによって道は開けます。
組織の中の人の活性化のための能
力開発が重要になります。 
 
 
　企業にとって必要な人材とは、
単に才知が優れている人ではなく、
使命感を持っている人。自分の与
えられた職場において最後までや
り遂げようとする責任感の強い人
が、企業の成長を支えます。 
　使命感を持った責任者としての
中堅幹部を育てるにはどうしたら
いいか。経営者が期待し信頼して
いることを伝える。経営方針を徹
底させて方向を誤らないように指
導する。経営者が成果に関心を持
ち、励まし、一層向上させるため
に自己啓発の機会を与える、など
があります。 
　さらに、例え失敗した場合でも
敗者復活の仕組みを用意している。
時に能力に合わない職場である可
能性もある。また、偶然世の中の
景気が悪くなった、取引先の調子
が悪くなったということもありま
す。そこで諦めてはいけません。
必ずその幹部には向いている仕事
もあるだろうし、何度か次の仕事
にチャレンジしていただく仕組み
を用意することが必要です。理想
は、思う存分に能力を発揮できる 

 
 
 
 
 
 
 
仕組みをつくるということです。 
 
 
　企業の戦略・戦術のベースにな
っているのは、中国の三国志やロ
ーマの興亡史など、過去の大きな
戦闘の歴史です。 
　日本が第二次世界大戦で負けた
原因は複合的であり、絞り込むこ
とは大変難しいのですが、私なり
に考えると、参謀の企画力が無か
った。トップの判断で負けた。こ
れ以外の部分、実践部隊の強さは
際立っていたと言われます。 
　日本の兵は何故強かったのか。
童門冬二『「作戦要務令」の新し
い読み方』に的確に書いてありま
す。私が社会人になったばかりの
頃、日本興行銀行の上司に、旧軍
隊の幹部教育を学ばれた方が何人
かおられました。その教えには今
でも通用するものがあります。 
　学んだことで従来から心がけて
いるのは、「将校に指示命令する
のであって、兵に命令はするな」
「しかる場合には将校をしかれ」。
これは、飛び越えて支持命令する
ことは、中間管理職の役割をマイ
ナスにするということ。中間管理
職はやる気をなくし、部下は信頼
しなくなる。この点は注意しなけ
ればならないと、心がけています。 
　作戦要務令には、戦いに勝つ基
本姿勢はハードとソフトの絶妙な
「総合戦法」、あらゆる力を総動
員して、敵に勝る威力を一点集中
し、そこから突破するということ
が書いてあります。日本が負けた

のは、戦略を小出しにして逐次投
入したためです。 
　リーダーの統率力については、
決断と独断の鉄則、状況変化との
兼ね合いが、強さの前提になりま
す。決める時はサッと決める。適
時的確な決断と、部下にも独断の
余地を確保しておくことが必要で
あります。 
　命令と報告については、命令は
簡潔に、意図と目的だけを提示し、
行動はしばらない。これは、部下
が命令の意図を理解してその通り
に動く命令を発しなければいけな
いということです。報告は次の戦
闘に備えて、まず結果を要約して
すばやく行う。詳細は時間がある
時にしてもらう。報告は部下から
で、説明は上司がする。下からの
報告は断片的であってもまずはも
らい、それを集約して上から説明
するということが必要です。 
　組織の生命は「機動力」にあり
ます。「ヘッド」をフル回転させ
るためには、中堅幹部間のネット
ワーク網をつくる必要があります。
各種情報伝達の媒体がありますが、
その特性に応じて重要な伝達は複
数経路で伝える必要があります。 
　情報戦を勝ち抜く法則として、
表と裏を知る、相手を知る、結論
は一つではない。戦争の場合、敵
は間違った情報を流すこともある
ので、手段を尽くして敵の情報を
入手することが必要です。結論は
一つではないということを肝に銘
じる必要があるということです。 
 
 
 
　企業経営を成功に導くのはトッ
プでも企画部門の参謀でもなく、
現場で指揮を執る皆さんの強さが
最終的に企業経営を成功に導きま
す。第一線管理監督者の指導力行

動力は、強い責任感と強い意志を
持って、部下に慕われる徳を持ち、
どんな困難にも動じない。そうな
るために、己を磨いてください。 
 
 
　経営者のものの考え方に関して
参考になる言葉を紹介します。 
　まず、失敗から学ぶということ。
新田次郎の小説『八甲田山死の彷
徨』では、「準備不足と指揮権の
混乱が失敗の原因」。極限状態の
中で、指揮権の乱れがよくないと
いうことを言わんとしています。 
　「経営もまた整理することであ
り、片付けることであろう」。的
確な判断をするためには、やはり
頭の中の整理整頓を常に心掛けて
いることが必要です。 
　「経営は意思決定の連鎖、張り
詰めた意志の所産、言い換えれば
終わることの無い心の旅」。そう
思って自分を外から見つめるとい
うことも必要です。 
　「経営者とは部門にとらわれな
いで社内の人をもっとも公平な立
場で眺める人」でないといけませ
ん。 
　「経営者として最も大切なこと
は強靱な意志を持って初心を貫く
ことであり、死に物狂いで仕事を
することである」。今の日本企業
は、六重苦ともいえる大変な状況
にあります。ただ、こういう試練
はいつの時代にもあった訳で、試
練を乗り越えることによって企業
体質が強化されます。 
　企業の一番の目的である、存続
と拡大、そこで働く従業員の雇用
を守り、働きがいのある職場をつ
くるということを目指し頑張って
いかなければなりません。みなさ
ん、いずれ経営者になられる方も
多いと思いますが、何かの参考に
していただければと思います。 
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　今日は経営者の立場で、企業経
営を成功させる５つのポイントに
ついてお話をさせていただきます。 
 
 
　企業は目的をもって事業を行う
存在です。成長企業には成長する
にふさわしい企業理念が、社是や
社訓などとして掲げられています。
達成することが難しいけれども目
指していくもので、終生達成され
ることの無い悲願への持続する意
志という見方もできるでしょう。 
　企業理念の中では創業精神も欠
かせないものです。素朴で意欲的
で動的な精神は、企業の成長に欠
かすことのできないものです。 
　日本の戦後に急成長した企業の
一つ、ホンダの企業理念は成長す
るにふさわしいものがありました。
社是は「わたしたちは、地球的視
野に立ち、世界中の顧客の満足の
ために、質の高い商品を適正な価
格で供給することに全力を尽く 
す」。本田宗一郎さんは「理念な
き経営は罪悪であり、経営なき理
念は寝言である」と、理念と経営
は両立が必要であると言っていま
す。ここでいう理念のベースには
「世のため人のため」、道徳・倫
理があります。 
　成功した企業に共通しているの
は、経営者が一貫した目標を堅持
していること。切に思うことで初
めて企業経営は成功します。また、
渇きが企業を成功に導きます。渇
きとは悲しく苦しい体験を経て得
られた思いで、苦しい体験ほど必
ず将来、生きてきます。 

 
 
 
 
 
 
難局に遭遇しても、過去の苦しみ 
に比べれば、乗り越えられると思
う訳です。色々な経営者を見ても、
極限的体験をした人はいざという
時に、動じないで配下の人間の信
頼を集めて仕事を決断していくこ
とができるのだと思います。 
 
 
　企業は、個人ではできなかった
ことを成し遂げようとする集団で
す。そこにはある目的のために組
織が編成されなければなりません。
ただし、組織は一旦つくられると
必ず肥大します。現状の組織から
得られる利益を守るために組織を
維持拡大する方向に動いてしまう。
しかし、企業の外にある環境は必
ず変化していくので、それに合わ
せて常に革新して行かなければな
りません。 
　そのために、当初の目的が達成
されたら、すぐに解体して新しい
組織を編成し直すというのが、本
来あるべき姿です。今の流れとし
て、従来の階層的な組織から水平
分布に、中央集権的な大きな本社
から、独自の判断で各部署が責任
を持つ分権的な組織。環境の変化
に対する決断を早めるために、ボ
トムアップ組織からトップ主導型
の組織に変えるようになってきて
います。理想的なのは、必要最小
限の管理的組織は残して、プロジ
ェクトチームとタスクホースの活
用です。これは一時的な任務の遂
行のために編成される組織で、任
務が完了すれば解散するような組
織が良いとされています。 

 
 
 
 
 
 
　革新には必ず抵抗勢力が現れま
す。現状維持で利益を得ている勢 
力。それを変えなければならず、
それには知識ではなく、勇気、や
り遂げようとする意志が必要です。 
　そして、組織を常に新鮮に保つ
には、社員の個性を最大限に発揮
させることによって道は開けます。
組織の中の人の活性化のための能
力開発が重要になります。 
 
 
　企業にとって必要な人材とは、
単に才知が優れている人ではなく、
使命感を持っている人。自分の与
えられた職場において最後までや
り遂げようとする責任感の強い人
が、企業の成長を支えます。 
　使命感を持った責任者としての
中堅幹部を育てるにはどうしたら
いいか。経営者が期待し信頼して
いることを伝える。経営方針を徹
底させて方向を誤らないように指
導する。経営者が成果に関心を持
ち、励まし、一層向上させるため
に自己啓発の機会を与える、など
があります。 
　さらに、例え失敗した場合でも
敗者復活の仕組みを用意している。
時に能力に合わない職場である可
能性もある。また、偶然世の中の
景気が悪くなった、取引先の調子
が悪くなったということもありま
す。そこで諦めてはいけません。
必ずその幹部には向いている仕事
もあるだろうし、何度か次の仕事
にチャレンジしていただく仕組み
を用意することが必要です。理想
は、思う存分に能力を発揮できる 

 
 
 
 
 
 
 
仕組みをつくるということです。 
 
 
　企業の戦略・戦術のベースにな
っているのは、中国の三国志やロ
ーマの興亡史など、過去の大きな
戦闘の歴史です。 
　日本が第二次世界大戦で負けた
原因は複合的であり、絞り込むこ
とは大変難しいのですが、私なり
に考えると、参謀の企画力が無か
った。トップの判断で負けた。こ
れ以外の部分、実践部隊の強さは
際立っていたと言われます。 
　日本の兵は何故強かったのか。
童門冬二『「作戦要務令」の新し
い読み方』に的確に書いてありま
す。私が社会人になったばかりの
頃、日本興行銀行の上司に、旧軍
隊の幹部教育を学ばれた方が何人
かおられました。その教えには今
でも通用するものがあります。 
　学んだことで従来から心がけて
いるのは、「将校に指示命令する
のであって、兵に命令はするな」
「しかる場合には将校をしかれ」。
これは、飛び越えて支持命令する
ことは、中間管理職の役割をマイ
ナスにするということ。中間管理
職はやる気をなくし、部下は信頼
しなくなる。この点は注意しなけ
ればならないと、心がけています。 
　作戦要務令には、戦いに勝つ基
本姿勢はハードとソフトの絶妙な
「総合戦法」、あらゆる力を総動
員して、敵に勝る威力を一点集中
し、そこから突破するということ
が書いてあります。日本が負けた

のは、戦略を小出しにして逐次投
入したためです。 
　リーダーの統率力については、
決断と独断の鉄則、状況変化との
兼ね合いが、強さの前提になりま
す。決める時はサッと決める。適
時的確な決断と、部下にも独断の
余地を確保しておくことが必要で
あります。 
　命令と報告については、命令は
簡潔に、意図と目的だけを提示し、
行動はしばらない。これは、部下
が命令の意図を理解してその通り
に動く命令を発しなければいけな
いということです。報告は次の戦
闘に備えて、まず結果を要約して
すばやく行う。詳細は時間がある
時にしてもらう。報告は部下から
で、説明は上司がする。下からの
報告は断片的であってもまずはも
らい、それを集約して上から説明
するということが必要です。 
　組織の生命は「機動力」にあり
ます。「ヘッド」をフル回転させ
るためには、中堅幹部間のネット
ワーク網をつくる必要があります。
各種情報伝達の媒体がありますが、
その特性に応じて重要な伝達は複
数経路で伝える必要があります。 
　情報戦を勝ち抜く法則として、
表と裏を知る、相手を知る、結論
は一つではない。戦争の場合、敵
は間違った情報を流すこともある
ので、手段を尽くして敵の情報を
入手することが必要です。結論は
一つではないということを肝に銘
じる必要があるということです。 
 
 
 
　企業経営を成功に導くのはトッ
プでも企画部門の参謀でもなく、
現場で指揮を執る皆さんの強さが
最終的に企業経営を成功に導きま
す。第一線管理監督者の指導力行

動力は、強い責任感と強い意志を
持って、部下に慕われる徳を持ち、
どんな困難にも動じない。そうな
るために、己を磨いてください。 
 
 
　経営者のものの考え方に関して
参考になる言葉を紹介します。 
　まず、失敗から学ぶということ。
新田次郎の小説『八甲田山死の彷
徨』では、「準備不足と指揮権の
混乱が失敗の原因」。極限状態の
中で、指揮権の乱れがよくないと
いうことを言わんとしています。 
　「経営もまた整理することであ
り、片付けることであろう」。的
確な判断をするためには、やはり
頭の中の整理整頓を常に心掛けて
いることが必要です。 
　「経営は意思決定の連鎖、張り
詰めた意志の所産、言い換えれば
終わることの無い心の旅」。そう
思って自分を外から見つめるとい
うことも必要です。 
　「経営者とは部門にとらわれな
いで社内の人をもっとも公平な立
場で眺める人」でないといけませ
ん。 
　「経営者として最も大切なこと
は強靱な意志を持って初心を貫く
ことであり、死に物狂いで仕事を
することである」。今の日本企業
は、六重苦ともいえる大変な状況
にあります。ただ、こういう試練
はいつの時代にもあった訳で、試
練を乗り越えることによって企業
体質が強化されます。 
　企業の一番の目的である、存続
と拡大、そこで働く従業員の雇用
を守り、働きがいのある職場をつ
くるということを目指し頑張って
いかなければなりません。みなさ
ん、いずれ経営者になられる方も
多いと思いますが、何かの参考に
していただければと思います。 
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2011年 夏季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉 
 
 〔最終集計〕 

（表１） 県内企業の2011年夏季賞与支給状況［単純平均］ 

（社）　　　　　　　　 （円）　　　　　　　  （円）　　　　　　　（％） 

社数 前年同期比 業　　　　種 

業　　　　種 

繊 維  

印 刷  

化 学  

プラスチック製品 

鉄鋼・非鉄金属  

金 属 製 品  

一 般 機 械 器 具  

電気機械・電子部品 

輸 送用機械器具  

そ の 他 製 造 業  

建 設 業 

電 気 ・ ガ ス  

運 輸 ・ 倉 庫  

情報サービス・通信 

卸 ・ 小 売  

金 融 ・ 保 険  

サービス業・その他 

総 平 均  
 
製 造 業 平 均  
 
非 製 造 業 平 均  

総 平 均  
 
製 造 業 平 均  
 
非 製 造 業 平 均  

（注） 

支給額　　　
2011年 夏季 

支給額
2010年 夏季 

（社）富山県経営者協会 

〔最終集計〕 

 

（表２）全国大手企業の2011年夏季賞与・一時金妥結結果［単純平均］ 

（社） （円） 

2011年 夏季 2010年 夏季 

（社）日本経済団体連合会 

 
社数 妥結額 （社） （円） 社数 妥結額 

前年同期比 
（％） 

163

134

29

1.県内 
2

3

12

5

1

7

10

4

4

9

6

3

9

4

12

1

9

101

57

44

432,500

260,500

659,907

333,473

－    

381,167

427,369

347,204

528,920

351,129

198,958

795,184

358,050

619,756

425,650

－    

390,403

435,345
(482,621)

448,057
(441,961)

418,876
(516,288)

420,715
(463,614)

426,241
(401,421)

413,557
(515,477)

375,250

256,667

669,186

337,399

－    

392,170

315,736

365,936

442,294

346,950

212,283

799,115

361,459

631,096

395,067

－    

382,454

3.48
(4.10)

5.12
(10.10)

1.29
(0.16)

15.26

1.49

△ 1.39

△ 1.16

－  

△ 2.81

35.36

△ 5.12

19.59

1.20

△ 6.28

△ 0.49

△ 0.94

△ 1.80

7.74

－  

2.08

158

132

26

718,696
(791,106)

713,406
(793,030)

745,552
(785,008)

4.28 
(4.42)

6.04 
(6.96)

  △2.56 
( △2.45)

689,222
(757,638)

672,797
(741,395)

765,116
(804,706)

(注）

101社平均435,345円、 
　　　　昨年比微増ながら 
　　　　　　 製造業が回復を牽引 

①調査対象は423社、うち集計可能な回答のあった101社の数値である。
  「2010年夏季」は今回回答のあった企業の昨年同期の数値である。　　　　 

②平均欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の(   )内は一人当たりの加重平均である。
③当該業種１社のみの回答の場合は数字を伏せているが、平均には含む。
④前年同期比の△印はマイナスを示す。

①調査対象は主要21業種・大手251社。東証一部上場、従業員500人以上が原則。 
   「2010年夏季」は昨年の本調査の最終集計結果である。　　　　
②上段は一社当たりの単純平均、下段の(   )内は一人当たりの加重平均である。 
③前年同期比の△印はマイナスを示す。 

調査報告  

　「2011年夏季賞与・一時金支給状況」（単純

平均・最終集計）をまとめた。その結果は、集

計可能な101社の支給額平均は435,345円で、今

回回答のあった企業の昨夏の支給額（420,715円）

と比べると、金額で14,630円増加し、増減率で

プラス3.48％となっている。しかしながら、リ

ーマンショック前の2008年実績50万円台にはま

だ及ばぬ状況である。

　業種別では製造業が　　　　　 

%増）、非製造業が　　　　   （昨年比 

増）であり、製造業が金額・増減率とも上回っ

ており回復を牽引している。しかしながら、前

年比減額の企業もあり、業種間・企業間に温度

差が見受けられる。（表１）

2.全国大手 
158社単純平均718,696円、 
　　　　昨年夏の調査比4.28％増 
 　日本経団連が７月28日に取りまとめた「2011

年夏季賞与・一時金妥結結果」（単純平均・最

終集計）によると、調査対象の全国大手企業（主

要21業種、大手188社）のうち、集計可能158社

の妥結額平均は718,696円で、2010年夏の最終

妥結実績（163社、平均689,222円）と比べると、

金額で29,474円（昨年比4.28％増）の増加とな

っている。しかしながら、非製造業平均のほか、

製造業でも一部業種で昨年比マイナスとなって

いる。（表２）

448,057円 5.12（昨年比 

418,876円 1.29%

８月26日、環境委員会（記事は16頁掲載） 富山県生活環境文化部との情報交換 

　 環境政策課  地球環境係長　中山　純一 
 

　 環境保全課  課長補佐　　中島　浩薫 

（1990年度）比で17.6

地球温暖化対策等に関する富山県の取組みについて 
 
 
　本県の2008年度の温室効果ガス排出量は
13,178千ｔ-CO2（速報値）と、とやま温暖化
ストップ計画の基準年度 
％の増加となっている。部門別のCO2の排出状況は、産業
部門は90年度比2.8％増に留まっているが、民生業務部門
は同74.1%増、民生家庭部門は同60.9%増となっており、
これらの部門の対策が重要であるとともに、排出量全体の
約半分を占める産業部門の対策も引き続き必要となっている。
　県では、家庭や事業所の地球温暖化対策を推進するため、
様々な事業を展開している。 

　家庭向けでは、住宅用太陽光発電システムの補助や高効
率給湯機等の省エネ設備のモデル導入に対する補助のほか、
家庭の省エネ診断を行う「うちエコ診断」を実施している。
　また、事業所向けでは、中小企業の省エネ設備のモデル
導入に対する補助、省エネサポートデスクの設置、省エネ
診断等を実施しているほか、温室効果ガスの削減にもつな
がる一般廃棄物（ごみ）の２Ｒ（リデュース、リユース）
の取組み強化に向けて、事業所における２Ｒの取組状況や
効果的・先進的な取組事例を把握するための実態調査の実
施を予定している。
　地球温暖化対策は「待ったなし」の課題であり、今後と
も皆様のご理解とご協力をお願いしたい。

環境行政施策の動向について 
 
 
１ 地下水の保全 
　近年、消雪設備の普及により、冬期間に著
しい地下水位の低下が見られることから、冬
期間の適正揚水量について調査検討を行うとともに、今冬、
節水対策アドバイザーによる消雪設備の診断を行い、民間
消雪設備の設置者に直接節水の実践を促すことにしている。 
２ 水環境の保全 
　施設の老朽化や管理の不徹底により、油の流出などの水
質汚濁事故が年間数十件程度発生していることから、国、県、
市町村等の関係機関で構成する富山県水質汚濁事故対策連
絡会議を設置し、「水質汚濁事故対応ハンディマニュアル」
の作成など事故時の対応力の強化を図っている。 
３ 大気環境の保全 
　エコドライブとやま推進協議会を中心として「エコドラ
イブ推進大運動」を展開しており、昨年10月からは携帯電
話やパソコンから走行距離と給油量を入力することにより、
燃費の推移を把握できる「とやま燃費管理支援サイト」を
開設し、エコドライブのさらなる拡大と定着を図っている。 
　また、星空の観察（スターウォッチング）を通して、空
気のきれいさや街のあかりなどについて考え、身近な環境
保全活動の実践を呼びかけるため、「とやまスターウォッ
チング」事業を展開している。 

　農林水産部  森林政策課　山下　大樹 
 

環日本海地域における環境保全の取組み 
   （財）環日本海環境協力センター（NPEC） 
　　　　　　　　　　　　　   九澤　和英 
　私たちに豊かな恵みをもたらしてくれる
日本海の環境を将来にわたって保全してい
く必要がある。しかしながら、日本海は陸
地に囲まれた閉鎖性が高い水域であり、汚染物質の蓄積や
海洋ごみの漂着など解決すべき環境問題がある。 
　このため、日本、中国、韓国及びロシアの４カ国は、国
連環境計画（UNEP）が策定した北西太平洋地域海行動計
画（NOWPAP）に基づき、海洋環境のモニタリングなど様々
な取組みを進めている。 
　一方で、地域レベルの取組みも重要になっており、2007

年12月に地方都市としては初めて富山県で開催された「日
中韓三カ国環境大臣会合」に合わせて「北東アジア環境パ
ートナーズフォーラム」が開催され、地域の産学官が連携
して国際環境協力を進める「とやま宣言」が取りまとめら
れた。 
　NPECでは、この宣言を踏まえ、富山県などと連携して、
黄砂や海洋ごみに関する調査、環境保全に関する情報交換、
青少年への環境教育などを進めている。本年６月には「環
日本海・環境サポーター」の募集を開始した。皆様にも登
録いただき、身近な環境保全の取組みを実践いただきたい。 

水と緑の森づくりの取り組み 
 
 
　県では、2007年４月に導入した「水と緑の
森づくり税」を財源として、県民全体で支え
る多様な森づくりを進めている。 
　これまでに、集落周辺の利用されずに暗くなった里山を
地域住民との協働で明るい林にする里山林の整備については、
2011年度までの目標1 ,000haに対し、今年度末までに約
1,300ha　　　　　　　　　　　　また、手入れ不足や風雪
被害を受けた人工林を、木材生産よりも水土保全機能など
公益的機能の維持・向上に着目し、針葉樹と広葉樹が混在
した森林へと誘導する混交林の整備については、2011年度
までの目標1,000haに対し、今年度末までに約700ha整備す
ることとしている。地形が急峻で作業効率が上がらないた
め整備は遅れ気味となっている。さらに、「とやまの森づ
くりサポートセンター」では、森づくりに必要な機器の貸
し出しや、作業の技術講習を行い、森林ボランティアや企
業の皆さんによる活動を支援している。その結果、森づく
りの年間参加延べ人数は、2010年度は約1万人となるなど、
2011年度の目標６千人を大きく上回っている。 
　今後とも、豊かなとやまの森を守り育て、健全な姿で次
の世代に引き継ぐことができるよう努めてまいります。 

調査報告  

整備することとしている。 
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2011年 夏季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉 
 
 〔最終集計〕 

（表１） 県内企業の2011年夏季賞与支給状況［単純平均］ 

（社）　　　　　　　　 （円）　　　　　　　  （円）　　　　　　　（％） 

社数 前年同期比 業　　　　種 

業　　　　種 

繊 維  

印 刷  

化 学  

プラスチック製品 

鉄鋼・非鉄金属  

金 属 製 品  

一 般 機 械 器 具  

電気機械・電子部品 

輸 送用機械器具  

そ の 他 製 造 業  

建 設 業 

電 気 ・ ガ ス  

運 輸 ・ 倉 庫  

情報サービス・通信 

卸 ・ 小 売  

金 融 ・ 保 険  

サービス業・その他 

総 平 均  
 
製 造 業 平 均  
 
非 製 造 業 平 均  

総 平 均  
 
製 造 業 平 均  
 
非 製 造 業 平 均  

（注） 

支給額　　　
2011年 夏季 

支給額
2010年 夏季 

（社）富山県経営者協会 

〔最終集計〕 

 

（表２）全国大手企業の2011年夏季賞与・一時金妥結結果［単純平均］ 

（社） （円） 

2011年 夏季 2010年 夏季 

（社）日本経済団体連合会 

 
社数 妥結額 （社） （円） 社数 妥結額 

前年同期比 
（％） 

163

134

29

1.県内 
2

3

12

5

1

7

10

4

4

9

6

3

9

4

12

1

9

101

57

44

432,500

260,500

659,907

333,473

－    

381,167

427,369

347,204

528,920

351,129

198,958

795,184

358,050

619,756

425,650

－    

390,403

435,345
(482,621)

448,057
(441,961)

418,876
(516,288)

420,715
(463,614)

426,241
(401,421)

413,557
(515,477)

375,250

256,667

669,186

337,399

－    

392,170

315,736

365,936

442,294

346,950

212,283

799,115

361,459

631,096

395,067

－    

382,454

3.48
(4.10)

5.12
(10.10)

1.29
(0.16)

15.26

1.49

△ 1.39

△ 1.16

－  

△ 2.81

35.36

△ 5.12

19.59

1.20

△ 6.28

△ 0.49

△ 0.94

△ 1.80

7.74

－  

2.08

158

132

26

718,696
(791,106)

713,406
(793,030)

745,552
(785,008)

4.28 
(4.42)

6.04 
(6.96)

  △2.56 
( △2.45)

689,222
(757,638)

672,797
(741,395)

765,116
(804,706)

(注）

101社平均435,345円、 
　　　　昨年比微増ながら 
　　　　　　 製造業が回復を牽引 

①調査対象は423社、うち集計可能な回答のあった101社の数値である。
  「2010年夏季」は今回回答のあった企業の昨年同期の数値である。　　　　 

②平均欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の(   )内は一人当たりの加重平均である。
③当該業種１社のみの回答の場合は数字を伏せているが、平均には含む。
④前年同期比の△印はマイナスを示す。

①調査対象は主要21業種・大手251社。東証一部上場、従業員500人以上が原則。 
   「2010年夏季」は昨年の本調査の最終集計結果である。　　　　
②上段は一社当たりの単純平均、下段の(   )内は一人当たりの加重平均である。 
③前年同期比の△印はマイナスを示す。 

調査報告  

　「2011年夏季賞与・一時金支給状況」（単純

平均・最終集計）をまとめた。その結果は、集

計可能な101社の支給額平均は435,345円で、今

回回答のあった企業の昨夏の支給額（420,715円）

と比べると、金額で14,630円増加し、増減率で

プラス3.48％となっている。しかしながら、リ

ーマンショック前の2008年実績50万円台にはま

だ及ばぬ状況である。

　業種別では製造業が　　　　　 

%増）、非製造業が　　　　   （昨年比 

増）であり、製造業が金額・増減率とも上回っ

ており回復を牽引している。しかしながら、前

年比減額の企業もあり、業種間・企業間に温度

差が見受けられる。（表１）

2.全国大手 
158社単純平均718,696円、 
　　　　昨年夏の調査比4.28％増 
 　日本経団連が７月28日に取りまとめた「2011

年夏季賞与・一時金妥結結果」（単純平均・最

終集計）によると、調査対象の全国大手企業（主

要21業種、大手188社）のうち、集計可能158社

の妥結額平均は718,696円で、2010年夏の最終

妥結実績（163社、平均689,222円）と比べると、

金額で29,474円（昨年比4.28％増）の増加とな

っている。しかしながら、非製造業平均のほか、

製造業でも一部業種で昨年比マイナスとなって

いる。（表２）

448,057円 5.12（昨年比 

418,876円 1.29%

８月26日、環境委員会（記事は16頁掲載） 富山県生活環境文化部との情報交換 

　 環境政策課  地球環境係長　中山　純一 
 

　 環境保全課  課長補佐　　中島　浩薫 

（1990年度）比で17.6

地球温暖化対策等に関する富山県の取組みについて 
 
 
　本県の2008年度の温室効果ガス排出量は
13,178千ｔ-CO2（速報値）と、とやま温暖化
ストップ計画の基準年度 
％の増加となっている。部門別のCO2の排出状況は、産業
部門は90年度比2.8％増に留まっているが、民生業務部門
は同74.1%増、民生家庭部門は同60.9%増となっており、
これらの部門の対策が重要であるとともに、排出量全体の
約半分を占める産業部門の対策も引き続き必要となっている。
　県では、家庭や事業所の地球温暖化対策を推進するため、
様々な事業を展開している。 

　家庭向けでは、住宅用太陽光発電システムの補助や高効
率給湯機等の省エネ設備のモデル導入に対する補助のほか、
家庭の省エネ診断を行う「うちエコ診断」を実施している。
　また、事業所向けでは、中小企業の省エネ設備のモデル
導入に対する補助、省エネサポートデスクの設置、省エネ
診断等を実施しているほか、温室効果ガスの削減にもつな
がる一般廃棄物（ごみ）の２Ｒ（リデュース、リユース）
の取組み強化に向けて、事業所における２Ｒの取組状況や
効果的・先進的な取組事例を把握するための実態調査の実
施を予定している。
　地球温暖化対策は「待ったなし」の課題であり、今後と
も皆様のご理解とご協力をお願いしたい。

環境行政施策の動向について 
 
 
１ 地下水の保全 
　近年、消雪設備の普及により、冬期間に著
しい地下水位の低下が見られることから、冬
期間の適正揚水量について調査検討を行うとともに、今冬、
節水対策アドバイザーによる消雪設備の診断を行い、民間
消雪設備の設置者に直接節水の実践を促すことにしている。 
２ 水環境の保全 
　施設の老朽化や管理の不徹底により、油の流出などの水
質汚濁事故が年間数十件程度発生していることから、国、県、
市町村等の関係機関で構成する富山県水質汚濁事故対策連
絡会議を設置し、「水質汚濁事故対応ハンディマニュアル」
の作成など事故時の対応力の強化を図っている。 
３ 大気環境の保全 
　エコドライブとやま推進協議会を中心として「エコドラ
イブ推進大運動」を展開しており、昨年10月からは携帯電
話やパソコンから走行距離と給油量を入力することにより、
燃費の推移を把握できる「とやま燃費管理支援サイト」を
開設し、エコドライブのさらなる拡大と定着を図っている。 
　また、星空の観察（スターウォッチング）を通して、空
気のきれいさや街のあかりなどについて考え、身近な環境
保全活動の実践を呼びかけるため、「とやまスターウォッ
チング」事業を展開している。 

　農林水産部  森林政策課　山下　大樹 
 

環日本海地域における環境保全の取組み 
   （財）環日本海環境協力センター（NPEC） 
　　　　　　　　　　　　　   九澤　和英 
　私たちに豊かな恵みをもたらしてくれる
日本海の環境を将来にわたって保全してい
く必要がある。しかしながら、日本海は陸
地に囲まれた閉鎖性が高い水域であり、汚染物質の蓄積や
海洋ごみの漂着など解決すべき環境問題がある。 
　このため、日本、中国、韓国及びロシアの４カ国は、国
連環境計画（UNEP）が策定した北西太平洋地域海行動計
画（NOWPAP）に基づき、海洋環境のモニタリングなど様々
な取組みを進めている。 
　一方で、地域レベルの取組みも重要になっており、2007

年12月に地方都市としては初めて富山県で開催された「日
中韓三カ国環境大臣会合」に合わせて「北東アジア環境パ
ートナーズフォーラム」が開催され、地域の産学官が連携
して国際環境協力を進める「とやま宣言」が取りまとめら
れた。 
　NPECでは、この宣言を踏まえ、富山県などと連携して、
黄砂や海洋ごみに関する調査、環境保全に関する情報交換、
青少年への環境教育などを進めている。本年６月には「環
日本海・環境サポーター」の募集を開始した。皆様にも登
録いただき、身近な環境保全の取組みを実践いただきたい。 

水と緑の森づくりの取り組み 
 
 
　県では、2007年４月に導入した「水と緑の
森づくり税」を財源として、県民全体で支え
る多様な森づくりを進めている。 
　これまでに、集落周辺の利用されずに暗くなった里山を
地域住民との協働で明るい林にする里山林の整備については、
2011年度までの目標1 ,000haに対し、今年度末までに約
1,300ha　　　　　　　　　　　　また、手入れ不足や風雪
被害を受けた人工林を、木材生産よりも水土保全機能など
公益的機能の維持・向上に着目し、針葉樹と広葉樹が混在
した森林へと誘導する混交林の整備については、2011年度
までの目標1,000haに対し、今年度末までに約700ha整備す
ることとしている。地形が急峻で作業効率が上がらないた
め整備は遅れ気味となっている。さらに、「とやまの森づ
くりサポートセンター」では、森づくりに必要な機器の貸
し出しや、作業の技術講習を行い、森林ボランティアや企
業の皆さんによる活動を支援している。その結果、森づく
りの年間参加延べ人数は、2010年度は約1万人となるなど、
2011年度の目標６千人を大きく上回っている。 
　今後とも、豊かなとやまの森を守り育て、健全な姿で次
の世代に引き継ぐことができるよう努めてまいります。 

調査報告  

整備することとしている。 
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業 務 日 誌　　　  2011年 7月11日～9月10日 

委 員 会 名 開　催　日 場　　　　所 参加者数 

教　　育 

 

品質管理 

人事･労務政策 

環　　境 

環　　境 

文化交流 

教　　育 

教　　育 

総　　務 

人事･労務政策 

経営特別 

 

 

教　　育 

教　　育 

品質管理 

教　　育 

人事･労務政策 

品質管理 

教　　育 

品質管理 

教　　育 

環　　境 

品質管理 

教　　育 

文化交流 

品質管理 

環　　境 

品質管理 

品質管理 

品質管理 

教　　育 

文化交流 

事　　　　　業　　　　　名 

会
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議 

セ

　

ミ

　

ナ

　

ー

　

・

　

講

　

座

 

教育委員会・研究部会（第2回） 

富山県工業教育振興会総会 

品質管理委員会「定例委員会」 

人事労務政策委員会「メンタルヘルス研究部会」 

環境委員会第2回情報交換会 

環境委員会「幹事会」 

文化交流委員会「定例委員会」 

教育委員会・研究部会（第3回） 

教育委員会「定例委員会」 

総務委員会「定例委員会」 

人事・労務政策委員会「定例委員会」 

経営特別委員会 

政策委員会 

富山地区会員懇談会 

第1回第一線管理監督者講座（係長・主任クラス） 

第1回第一線管理監督者講座（部課長クラス） 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

第2回第一線管理監督者講座 

人事・労務管理セミナー（第2回） 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

第3回第一線管理監督者講座 

品質工学実践講座 

管理職マネジメント研修 第3期同期会 

県外企業見学研修会 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

女性社員キャリアアップセミナー 

文化交流委員会「企業見学会」 

品質工学実践講座 

県生活環境文化部との情報交換 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

ＴＱＭ経営者トップミーティング 

品質管理入門コース講座（第2回） 

女性リーダーキャリアアップセミナー 

第116回会員交流ゴルフコンペ 

三菱レイヨン㈱富山事業所 

名鉄トヤマホテル 

㈱不二越滑川事業所 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

明治安田生命富山ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山電気ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

名鉄トヤマホテル 

名鉄トヤマホテル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

小松精練㈱、ニッコー㈱ 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

明治安田生命富山ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山第一ホテル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

呉羽カントリークラブ（立山） 

10名 

69名 

16名 

10名 

11名 

10名 

14名 

8名 

17名 

11名 

28名 

11名 

9名 

153名 

49名 

48名 

33名 

81名 

33名 

33名 

88名 

17名 

21名 

29名 

33名 

54名 

14名 

17名 

29名 

33名 

18名 

29名 

24名 

16名 

7月11日（月） 

7月19日（火） 

7月22日（金） 

7月22日（金） 

7月27日（木） 

8月  9日（火） 

8月10日（水） 

8月17日（水） 

8月17日（水） 

8月19日（金） 

8月24日（水） 

8月26日（金） 

9月  9日（金） 

9月  9日（金） 

7月13日（水） 

7月14日（木） 

7月14、 28日（木） 

7月21日（木） 

7月22日（金） 

7月28日（木） 

7月28日（木） 

7月29日（金） 

8月  3日（水） 

8月  3日（水） 

8月4日、 25日（木） 

8月  5日（金） 

8月10日（水） 

8月19日（金） 

8月26日（金） 

9月  1日（木） 

9月  2日（金） 

9月  7日（水） 

9月  8日（木） 

9月10日（土） 

経営特別委員会
 
 

人事・労務政策委員会 
 

 
 
■2011年度 第３回委員会
　８月26日(金)、守山委員長はじめ
委員11名が出席して、富山経協・会
議室で開催し、企業理念見学会、連
合富山との協議会、一般社団法人移
行後の委員会運営について審議した。
　守山委員長の挨拶の後、新委員と
して、富山地方鉄道 中田氏、北陸
電気工事 富田氏、北陸電力 灰谷氏
を紹介した。事務局より、①企業理 

 
念見学会の参加申し込み状況、②連
合富山との協議会を当委員会が担当
となり立ち上げる。第１回協議会を
10月６日で計画している。③一般社
団法人に移行後の委員会のあり方に
ついては他委員会の動向を踏まえ、
来年４月立ち上がりで委員会規定な
ど準備を進めていくと説明をした。
審議に入り、①企業理念見学会は初
回でもあり、実施しながら改善をし
ていく。②連合富山との協議会は当 

 
委員会が担当となり第１回目を実施
する。内容については事務局同士で
打ち合わせを行う。③委員会のあり
方については、他委員会の動向など
を適時事務局は報告する。12月委員
会では規定などについて審議を行う
ことを決めた。また、委員会以外の
行事が増えていることもあり、当面
は当委員会主催行事の企画・実施・
参加を優先することが決まった。次
回委員会は12月に開催する。

総務委員会 
 

 
 
■定例委員会　 
　８月19日(金)、武内委員長はじめ
委員11名の出席により、富山電気ビ
ルで開催した。
　冒頭、武内委員長より就任の挨拶
と共に、副委員長として新たに山田
岩男氏（富山電気ビルデイング）に
就任いただき、須垣純夫氏との二人
体制とする旨の報告の後、事務局か
ら議案説明を行い、審議した。

（1）富山経協の現状

　会員数推移など事業活動の現況と、
一般社団法人への移行スケジュール。
（2）2011年度事業中間報告

　総務委員会（社内コミュニケーシ
ョン部会、総務部会を含む）の事業
実施状況および今後の予定。
（3）情報調査業務について　　　

　会員サービス強化のため、「情報・
調査」が当協会の大きな役割となる。
これまでは事務局主体で取り組んで 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
きたが、今後は当委員会が主管する
こととし、「円高対策」の調査実施
について審議を行った。

 
 
■定例委員会 
　８月24日(水)、綿貫委員長はじめ
28名が出席して、富山経協・研修室
で開催した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　綿貫委員長の挨拶の後、講師に(社)

日本経済団体連合会労働政策本部本
部長　高橋弘行氏を招き、「最近の
労働政策－今後の高齢者雇用のあり
方について－」と題した講演を聴い
た。（講演要旨は５頁掲載）

 
　高年齢者雇用安定法により、2013

年度までに段階的に65歳までの雇用
確保処置が義務付けられている。一
方、2013年度から公的年金支給開始
が65歳へ引き上げられ、年金支給開
始までの５年間無年金、無収入とな
る者が生じる可能性がある。政府の
研究会では、意欲と能力のある高年
齢者が年齢に関わりなく働ける「生
涯現役社会」を実現すべきとし、希
望者全員が65歳まで働けるよう、雇
用確保を確実に進めることを急務と
し、企業負担を求める取りまとめを
している。
　経団連では、「社会全体で高齢者
雇用対策に取り組むべき」とし、若
年者雇用への影響など労働現場の実
態との整合性をとり、労働市場全体
の機能を発揮して取り組む必要があ 

 
るとしている。
　次に、北陸電力から「志賀原子力
発電所の津波に対する安全強化」に
ついて説明があり、事務局から上期
活動状況報告、下期活動予定、なら
びに最低賃金審議状況、富山経協の
現状報告があった。

■人事・労務管理セミナー（第2回）
　７月22日(金)、「メンタルヘルス
実践対応～管理監督者が現場で取る
べき基本的対応方法～」をテーマに
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業 務 日 誌　　　  2011年 7月11日～9月10日 

委 員 会 名 開　催　日 場　　　　所 参加者数 

教　　育 

 

品質管理 

人事･労務政策 

環　　境 

環　　境 

文化交流 

教　　育 

教　　育 

総　　務 

人事･労務政策 

経営特別 

 

 

教　　育 

教　　育 

品質管理 

教　　育 

人事･労務政策 

品質管理 

教　　育 

品質管理 

教　　育 

環　　境 

品質管理 

教　　育 

文化交流 

品質管理 

環　　境 

品質管理 

品質管理 

品質管理 

教　　育 

文化交流 

事　　　　　業　　　　　名 

会
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議 

セ

　

ミ

　

ナ

　

ー

　

・

　

講

　

座

 

教育委員会・研究部会（第2回） 

富山県工業教育振興会総会 

品質管理委員会「定例委員会」 

人事労務政策委員会「メンタルヘルス研究部会」 

環境委員会第2回情報交換会 

環境委員会「幹事会」 

文化交流委員会「定例委員会」 

教育委員会・研究部会（第3回） 

教育委員会「定例委員会」 

総務委員会「定例委員会」 

人事・労務政策委員会「定例委員会」 

経営特別委員会 

政策委員会 

富山地区会員懇談会 

第1回第一線管理監督者講座（係長・主任クラス） 

第1回第一線管理監督者講座（部課長クラス） 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

第2回第一線管理監督者講座 

人事・労務管理セミナー（第2回） 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

第3回第一線管理監督者講座 

品質工学実践講座 

管理職マネジメント研修 第3期同期会 

県外企業見学研修会 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

女性社員キャリアアップセミナー 

文化交流委員会「企業見学会」 

品質工学実践講座 

県生活環境文化部との情報交換 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

ＴＱＭ経営者トップミーティング 

品質管理入門コース講座（第2回） 

女性リーダーキャリアアップセミナー 

第116回会員交流ゴルフコンペ 

三菱レイヨン㈱富山事業所 

名鉄トヤマホテル 

㈱不二越滑川事業所 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

明治安田生命富山ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山電気ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

名鉄トヤマホテル 

名鉄トヤマホテル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

小松精練㈱、ニッコー㈱ 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

明治安田生命富山ビル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山第一ホテル 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

呉羽カントリークラブ（立山） 

10名 

69名 

16名 

10名 

11名 

10名 

14名 

8名 

17名 

11名 

28名 

11名 

9名 

153名 

49名 

48名 

33名 

81名 

33名 

33名 

88名 

17名 

21名 

29名 

33名 

54名 

14名 

17名 

29名 

33名 

18名 

29名 

24名 

16名 

7月11日（月） 

7月19日（火） 

7月22日（金） 

7月22日（金） 

7月27日（木） 

8月  9日（火） 

8月10日（水） 

8月17日（水） 

8月17日（水） 

8月19日（金） 

8月24日（水） 

8月26日（金） 

9月  9日（金） 

9月  9日（金） 

7月13日（水） 

7月14日（木） 

7月14、 28日（木） 

7月21日（木） 

7月22日（金） 

7月28日（木） 

7月28日（木） 

7月29日（金） 

8月  3日（水） 

8月  3日（水） 

8月4日、 25日（木） 

8月  5日（金） 

8月10日（水） 

8月19日（金） 

8月26日（金） 

9月  1日（木） 

9月  2日（金） 

9月  7日（水） 

9月  8日（木） 

9月10日（土） 

経営特別委員会
 
 

人事・労務政策委員会 
 

 
 
■2011年度 第３回委員会
　８月26日(金)、守山委員長はじめ
委員11名が出席して、富山経協・会
議室で開催し、企業理念見学会、連
合富山との協議会、一般社団法人移
行後の委員会運営について審議した。
　守山委員長の挨拶の後、新委員と
して、富山地方鉄道 中田氏、北陸
電気工事 富田氏、北陸電力 灰谷氏
を紹介した。事務局より、①企業理 

 
念見学会の参加申し込み状況、②連
合富山との協議会を当委員会が担当
となり立ち上げる。第１回協議会を
10月６日で計画している。③一般社
団法人に移行後の委員会のあり方に
ついては他委員会の動向を踏まえ、
来年４月立ち上がりで委員会規定な
ど準備を進めていくと説明をした。
審議に入り、①企業理念見学会は初
回でもあり、実施しながら改善をし
ていく。②連合富山との協議会は当 

 
委員会が担当となり第１回目を実施
する。内容については事務局同士で
打ち合わせを行う。③委員会のあり
方については、他委員会の動向など
を適時事務局は報告する。12月委員
会では規定などについて審議を行う
ことを決めた。また、委員会以外の
行事が増えていることもあり、当面
は当委員会主催行事の企画・実施・
参加を優先することが決まった。次
回委員会は12月に開催する。

総務委員会 
 

 
 
■定例委員会　 
　８月19日(金)、武内委員長はじめ
委員11名の出席により、富山電気ビ
ルで開催した。
　冒頭、武内委員長より就任の挨拶
と共に、副委員長として新たに山田
岩男氏（富山電気ビルデイング）に
就任いただき、須垣純夫氏との二人
体制とする旨の報告の後、事務局か
ら議案説明を行い、審議した。

（1）富山経協の現状

　会員数推移など事業活動の現況と、
一般社団法人への移行スケジュール。
（2）2011年度事業中間報告

　総務委員会（社内コミュニケーシ
ョン部会、総務部会を含む）の事業
実施状況および今後の予定。
（3）情報調査業務について　　　

　会員サービス強化のため、「情報・
調査」が当協会の大きな役割となる。
これまでは事務局主体で取り組んで 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
きたが、今後は当委員会が主管する
こととし、「円高対策」の調査実施
について審議を行った。

 
 
■定例委員会 
　８月24日(水)、綿貫委員長はじめ
28名が出席して、富山経協・研修室
で開催した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　綿貫委員長の挨拶の後、講師に(社)

日本経済団体連合会労働政策本部本
部長　高橋弘行氏を招き、「最近の
労働政策－今後の高齢者雇用のあり
方について－」と題した講演を聴い
た。（講演要旨は５頁掲載）

 
　高年齢者雇用安定法により、2013

年度までに段階的に65歳までの雇用
確保処置が義務付けられている。一
方、2013年度から公的年金支給開始
が65歳へ引き上げられ、年金支給開
始までの５年間無年金、無収入とな
る者が生じる可能性がある。政府の
研究会では、意欲と能力のある高年
齢者が年齢に関わりなく働ける「生
涯現役社会」を実現すべきとし、希
望者全員が65歳まで働けるよう、雇
用確保を確実に進めることを急務と
し、企業負担を求める取りまとめを
している。
　経団連では、「社会全体で高齢者
雇用対策に取り組むべき」とし、若
年者雇用への影響など労働現場の実
態との整合性をとり、労働市場全体
の機能を発揮して取り組む必要があ 

 
るとしている。
　次に、北陸電力から「志賀原子力
発電所の津波に対する安全強化」に
ついて説明があり、事務局から上期
活動状況報告、下期活動予定、なら
びに最低賃金審議状況、富山経協の
現状報告があった。

■人事・労務管理セミナー（第2回）
　７月22日(金)、「メンタルヘルス
実践対応～管理監督者が現場で取る
べき基本的対応方法～」をテーマに
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教育委員会 
 

33名が参加して富山商工会議所ビル
で開催した。
　講師の公益財団法人日本生産性本
部メンタル・ヘルス研究所所長代理

今井保次氏は、メンタルヘルスの現
状や管理者の役割として最低限は身
につけたいメンタルヘルス対応の基
本的な考え方、現場で取るべき基本

的な対応方法（危険信号の見分け方
から復職に至るまで）について、最
新のトピックを織り込みながら詳説
した。 

 
 
■定例委員会 
　８月17日(水)、金岡委員長はじめ
16名が出席して、富山経協・研修室
で開催した。 
　金岡委員長は、円高や電力問題な
ど製造業を中心に経営環境は厳しさ
を増している。ものづくり企業は生
産拠点の海外シフトも具体化してき 
 
 
 
 
 
 
 

 
ているが、海外に出るにしても異国
の地でマネジメントできる人材が必
要、国内にとどまるにしてもコスト
ダウンや生産性の向上を指導する人
材が必要であり、今まで以上に教育
の役割が重要になっている。そうし
たことを踏まえて企業が必要とする
人材を育てる使命の一翼を当委員会
が担っていると挨拶した。その後、
2011年度富山経協の現状について説
明があった。
　また、教育委員会の2011年度事業
報告(中間)と今後の予定について、 

①委員会活動は、研究部会が「ＯＪ
Ｔ・コーチングの実践事例」をテー
マに11社で３回開催。研究の進め方 

 
として、各社の取り組みについて事 
例発表・情報交換・企業見学を行い、
特徴や優れた点についてベンチマー
キングしている。今後、アンケート
を実施して深掘りを進める。そして、
部会各社の情報交換や優れた実践企
業事例を集め、事例と課題をまとめ
た小冊子を１月に発行する予定。②
講座･セミナーは４～８月実績は全
体的に増加傾向で推移。４年目とな
る管理職マネジメント研修は24名を
超える人数で実施の予定である。 
　次いで、参加企業の「ＯＪＴ・コ
ーチングの実践事例」について現状
把握や意見交換を行った。各社の実
践事例や問題・課題は、研究部会活 

　「管理監督の意味とは」の渡辺講
師の質問に何を答えてよいか分から
ない自分がいました。受講するまで、
管理監督者とは何をしてよいか分か
らず、いろいろ考える時期もありま
した。「組織の目的・目標を達成す
ることが管理監督の使命」といわれ
た時に、これまで曖昧だった「管理
監督」の意味が明確になりました。 
　組織の目的・目標を達成するため
には「人」について知る・関心を持
つ・理解することが大切であるとい
うことです。例えば「人資源の三側
面」について、組織が危機的状況に
なった場合、人を道具的に扱う必要
がある。そういわれた時に、自分は

出来ないと思いました。しかし、み
んなが納得のいく回答が出来れば人
は道具的に扱われてもついてくると
いうことです。「指令系統の統一」
について、上司を飛び越して部下に
直接指示を出すことで、上司のやる
気がなくなる。自分が当事者の立場
になったとき「自分は信用されてい
ない」と思い、上司への不信感が生
まれ、やる気をなくすと思いました。
「態度」について、身体的態度と精
神的態度がある。態度が悪い部下は
悪い人という偏見がありましたが、
部下の態度が悪いのは自分の態度に
問題ありと考えるようになると、部
下の善し悪しを態度で決めることが

なくなりました。「管理者の立場と
役割」について、部下からのどうし
ますかの「問い」を受けるべきでは
ない。的確な回答をするのが管理監
督者の役割と思っていたのですが、
そうすることで考えさせることもな
く、書かせることもなくなり、部下
の育成が出来ていないことも分かり
ました。具体例では気付かされるこ
とばかりで、「人」について全く理
解出来ていないことが分かりました。
これまで分かっているつもりでいた
ことが恥ずかしいです。 
　過去の自分をふり返ると「もっと
こうしておけばよかった」と思うこ
とが沢山あり、もっと早く受講して
いたらと思える講座でした。「蛸壺
状態になっていませんか」「超多忙
だと思いますが部下とのコミュニケー
ションを大切にして下さい」の渡辺
講師の言葉を思い出します。まずは、
職場でのコミュニケーションを大切に
することから始めようと思います。 

　このたび全３回に渡って受講し、
管理・監督とは、態度能力とは、そ
して自己啓発や教育とは何かを学び
ました。講義のみならず、グループ
討論を通じて異業種の方々の貴重な
意見や体験を拝聴するなど、とても
有意義な３日間でした。 
　渡辺講師のおっしゃった「最も重
要な経営資源は人である」という言
葉が、今でも心に残っております。
さらに印象的だったのが、人資源の
３側面における道具的切り口です。
一刻を争うとき、危急存亡の秋、部
下の心情や主義主張を都度斟酌して
いては間に合いません。このような

場合、上司の権限で有無を言わさず
（道具のように）業務に就かせる厳
しさが必要であり、部下のやる気を
損なわずにこれを行うには、日頃の
対話に根差した上司と部下の相互理
解と信頼関係が必要であると教わり、
「なるほど」と感嘆致しました。 
　また、自分は今まで、業務上の様々
な知識や技能を独力で習得したこと
は一度も無く、その全てに於いて上
司の理解と委任と、時には指導が不
可欠であったことを、今回「権限委
任のサイクル」を学んだことで再認
識しました。部下に対し自身も斯く
在らねばと、深く感じた次第です。 

 　その他にも、 
○情熱をもって科学的・合理的見解
　で部下を説得する一方、客観的視
　点を保ちつつ彼らの話を公正かつ
　積極的に傾聴する。 
○主張の背景を洞察し、助言し、様々
　に率先垂範することで、部下の自
　発的行動と成長を促す。 
○部下の成長には、上司の成長が不
　可欠である。 
などとあり、これらは対人関係をよ
り良く形成する上での基本であると
同時に、その極意でもあると感じま
した。上司と部下との関係、社内外
の対人関係に留まらず、地域社会や
家族との在り方に於ける重要なヒン
トを示唆して頂けたのではないかと
思っております。 
　今後は、本講座で得た知識や考え
方などを踏まえ、これらを自分なり
に発展・実践することにより、後進
の指導に努めて参る所存です。 
 

「第一線管理監督者講座」を受講して 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（部課長対象） 

教育委員会 

株式会社 廣貫堂（本社工場） 
生産本部 製造２グループ　マネージャー　条谷　憲一　　　 

「第一線管理監督者講座」を受講して 
　　　　　　　　　　　　　　　（係長・主任対象） 

教育委員会 

株式会社 スギノマシン 
輸出管理部輸出管理課　チーフ　大上　卓男 
　　　 

動に反映させる。 
 
■第一線管理監督者講座（第41回） 
　７月13日(火)から28日(水)まで全
３回４日間の日程で、延べ266名が
参加して、富山商工会議所ビルで開
催した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　初回は係長主任と部課長の二手に
分かれ、(社)日本産業訓練協会　渡
辺和彦MTP・TWAインストラクタ
ーの指導により、経営環境が激変す
るなか企業目標を達成するため、レ
クチャーに加え、グループによる事
例研究や発表、意見交換などを活発
に行った。 

　２回目は、コーセル㈱大坪晴樹人
財支援課長から「階層別ＯＪＴ実践
勉強会」と題した発表があり、その
後、各社の部下育成について情報・
意見交換を行った。
　最終日には、当協会副会長の㈱タ
カギセイコー笠井千秋社長から「企
業経営を成功させるには」と題した
特別講演（６・７頁に掲載）を聴き、
企業経営とマネジメントのあり方に
ついて学んだ。
（「参加者NOTES」12、13頁掲載）

■女性社員キャリアアップセミナー 
　８月５日(金)、一般職の女性社員
54名が参加して、富山商工会議所ビ
ルで開催した。
　金城大学短期大学部 岡野絹枝教
授から、中堅社員としての役割と立
場、女性のキャリアとこれからの働
き方、自分の棚卸しとキャリアデザ
イン、仕事を進めるためのコミュニ
ケーションのスキルアップなどにつ 

 
 
 
 
 
 
 
 
いて、レクチャーやグループワーク
を通して学んだ。プロフェッショナ 
ルな社員としての役割を強く認識し、
職業能力を積極的に開発し、仕事に
対して常に前向きに取り組むことが
重要であるとした。 
（「参加者NOTES」14頁掲載）

　また、９月８日(木)には、リーダ
ー・指導職の女性社員を対象に、リ
ーダーとして、部下や後輩の指導育
成、職場の活性化、ワークライフと
自己実現などについて学ぶ「女性リ
ーダーとなるためのキャリアアップ
セミナー」を開催した。

とき 
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教育委員会 
 

33名が参加して富山商工会議所ビル
で開催した。
　講師の公益財団法人日本生産性本
部メンタル・ヘルス研究所所長代理

今井保次氏は、メンタルヘルスの現
状や管理者の役割として最低限は身
につけたいメンタルヘルス対応の基
本的な考え方、現場で取るべき基本

的な対応方法（危険信号の見分け方
から復職に至るまで）について、最
新のトピックを織り込みながら詳説
した。 

 
 
■定例委員会 
　８月17日(水)、金岡委員長はじめ
16名が出席して、富山経協・研修室
で開催した。 
　金岡委員長は、円高や電力問題な
ど製造業を中心に経営環境は厳しさ
を増している。ものづくり企業は生
産拠点の海外シフトも具体化してき 
 
 
 
 
 
 
 

 
ているが、海外に出るにしても異国
の地でマネジメントできる人材が必
要、国内にとどまるにしてもコスト
ダウンや生産性の向上を指導する人
材が必要であり、今まで以上に教育
の役割が重要になっている。そうし
たことを踏まえて企業が必要とする
人材を育てる使命の一翼を当委員会
が担っていると挨拶した。その後、
2011年度富山経協の現状について説
明があった。
　また、教育委員会の2011年度事業
報告(中間)と今後の予定について、 

①委員会活動は、研究部会が「ＯＪ
Ｔ・コーチングの実践事例」をテー
マに11社で３回開催。研究の進め方 

 
として、各社の取り組みについて事 
例発表・情報交換・企業見学を行い、
特徴や優れた点についてベンチマー
キングしている。今後、アンケート
を実施して深掘りを進める。そして、
部会各社の情報交換や優れた実践企
業事例を集め、事例と課題をまとめ
た小冊子を１月に発行する予定。②
講座･セミナーは４～８月実績は全
体的に増加傾向で推移。４年目とな
る管理職マネジメント研修は24名を
超える人数で実施の予定である。 
　次いで、参加企業の「ＯＪＴ・コ
ーチングの実践事例」について現状
把握や意見交換を行った。各社の実
践事例や問題・課題は、研究部会活 

　「管理監督の意味とは」の渡辺講
師の質問に何を答えてよいか分から
ない自分がいました。受講するまで、
管理監督者とは何をしてよいか分か
らず、いろいろ考える時期もありま
した。「組織の目的・目標を達成す
ることが管理監督の使命」といわれ
た時に、これまで曖昧だった「管理
監督」の意味が明確になりました。 
　組織の目的・目標を達成するため
には「人」について知る・関心を持
つ・理解することが大切であるとい
うことです。例えば「人資源の三側
面」について、組織が危機的状況に
なった場合、人を道具的に扱う必要
がある。そういわれた時に、自分は

出来ないと思いました。しかし、み
んなが納得のいく回答が出来れば人
は道具的に扱われてもついてくると
いうことです。「指令系統の統一」
について、上司を飛び越して部下に
直接指示を出すことで、上司のやる
気がなくなる。自分が当事者の立場
になったとき「自分は信用されてい
ない」と思い、上司への不信感が生
まれ、やる気をなくすと思いました。
「態度」について、身体的態度と精
神的態度がある。態度が悪い部下は
悪い人という偏見がありましたが、
部下の態度が悪いのは自分の態度に
問題ありと考えるようになると、部
下の善し悪しを態度で決めることが

なくなりました。「管理者の立場と
役割」について、部下からのどうし
ますかの「問い」を受けるべきでは
ない。的確な回答をするのが管理監
督者の役割と思っていたのですが、
そうすることで考えさせることもな
く、書かせることもなくなり、部下
の育成が出来ていないことも分かり
ました。具体例では気付かされるこ
とばかりで、「人」について全く理
解出来ていないことが分かりました。
これまで分かっているつもりでいた
ことが恥ずかしいです。 
　過去の自分をふり返ると「もっと
こうしておけばよかった」と思うこ
とが沢山あり、もっと早く受講して
いたらと思える講座でした。「蛸壺
状態になっていませんか」「超多忙
だと思いますが部下とのコミュニケー
ションを大切にして下さい」の渡辺
講師の言葉を思い出します。まずは、
職場でのコミュニケーションを大切に
することから始めようと思います。 

　このたび全３回に渡って受講し、
管理・監督とは、態度能力とは、そ
して自己啓発や教育とは何かを学び
ました。講義のみならず、グループ
討論を通じて異業種の方々の貴重な
意見や体験を拝聴するなど、とても
有意義な３日間でした。 
　渡辺講師のおっしゃった「最も重
要な経営資源は人である」という言
葉が、今でも心に残っております。
さらに印象的だったのが、人資源の
３側面における道具的切り口です。
一刻を争うとき、危急存亡の秋、部
下の心情や主義主張を都度斟酌して
いては間に合いません。このような

場合、上司の権限で有無を言わさず
（道具のように）業務に就かせる厳
しさが必要であり、部下のやる気を
損なわずにこれを行うには、日頃の
対話に根差した上司と部下の相互理
解と信頼関係が必要であると教わり、
「なるほど」と感嘆致しました。 
　また、自分は今まで、業務上の様々
な知識や技能を独力で習得したこと
は一度も無く、その全てに於いて上
司の理解と委任と、時には指導が不
可欠であったことを、今回「権限委
任のサイクル」を学んだことで再認
識しました。部下に対し自身も斯く
在らねばと、深く感じた次第です。 

 　その他にも、 
○情熱をもって科学的・合理的見解
　で部下を説得する一方、客観的視
　点を保ちつつ彼らの話を公正かつ
　積極的に傾聴する。 
○主張の背景を洞察し、助言し、様々
　に率先垂範することで、部下の自
　発的行動と成長を促す。 
○部下の成長には、上司の成長が不
　可欠である。 
などとあり、これらは対人関係をよ
り良く形成する上での基本であると
同時に、その極意でもあると感じま
した。上司と部下との関係、社内外
の対人関係に留まらず、地域社会や
家族との在り方に於ける重要なヒン
トを示唆して頂けたのではないかと
思っております。 
　今後は、本講座で得た知識や考え
方などを踏まえ、これらを自分なり
に発展・実践することにより、後進
の指導に努めて参る所存です。 
 

「第一線管理監督者講座」を受講して 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（部課長対象） 

教育委員会 

株式会社 廣貫堂（本社工場） 
生産本部 製造２グループ　マネージャー　条谷　憲一　　　 

「第一線管理監督者講座」を受講して 
　　　　　　　　　　　　　　　（係長・主任対象） 

教育委員会 

株式会社 スギノマシン 
輸出管理部輸出管理課　チーフ　大上　卓男 
　　　 

動に反映させる。 
 
■第一線管理監督者講座（第41回） 
　７月13日(火)から28日(水)まで全
３回４日間の日程で、延べ266名が
参加して、富山商工会議所ビルで開
催した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　初回は係長主任と部課長の二手に
分かれ、(社)日本産業訓練協会　渡
辺和彦MTP・TWAインストラクタ
ーの指導により、経営環境が激変す
るなか企業目標を達成するため、レ
クチャーに加え、グループによる事
例研究や発表、意見交換などを活発
に行った。 

　２回目は、コーセル㈱大坪晴樹人
財支援課長から「階層別ＯＪＴ実践
勉強会」と題した発表があり、その
後、各社の部下育成について情報・
意見交換を行った。
　最終日には、当協会副会長の㈱タ
カギセイコー笠井千秋社長から「企
業経営を成功させるには」と題した
特別講演（６・７頁に掲載）を聴き、
企業経営とマネジメントのあり方に
ついて学んだ。
（「参加者NOTES」12、13頁掲載）

■女性社員キャリアアップセミナー 
　８月５日(金)、一般職の女性社員
54名が参加して、富山商工会議所ビ
ルで開催した。
　金城大学短期大学部 岡野絹枝教
授から、中堅社員としての役割と立
場、女性のキャリアとこれからの働
き方、自分の棚卸しとキャリアデザ
イン、仕事を進めるためのコミュニ
ケーションのスキルアップなどにつ 

 
 
 
 
 
 
 
 
いて、レクチャーやグループワーク
を通して学んだ。プロフェッショナ 
ルな社員としての役割を強く認識し、
職業能力を積極的に開発し、仕事に
対して常に前向きに取り組むことが
重要であるとした。 
（「参加者NOTES」14頁掲載）

　また、９月８日(木)には、リーダ
ー・指導職の女性社員を対象に、リ
ーダーとして、部下や後輩の指導育
成、職場の活性化、ワークライフと
自己実現などについて学ぶ「女性リ
ーダーとなるためのキャリアアップ
セミナー」を開催した。

とき 

富山経協：2011年9月号 12 富山経協：2011年9月号 13



 行事レポート Keikyo  行事レポート 

■ＴＱＭ経営者トップミーティング
　９月２日(金)、18名が参加して、
富山第一ホテルで開催した。
　今年度新たに企画した講座で、企
業役員を対象に、品質経営、ＴＱＭ、
経営トップの役割などについて、優
良企業のトップから実際の事例を学
び、自社において活動を実践するこ
とで、売上増大、利益の向上につな
げていけるよう、そのための指針や
ヒントをつかむことをねらいとして

いる。
　第１回講師は、常に高利益率を維
持しているヒロセ電機㈱社長 中村
達朗氏を招いて、「品質を上げれば
コストは下がる」と題して講演をい
ただいた。引き続き４グループに分
かれて「グローバル化における品質
保証」などのテーマについてグルー
プディスカッションを行った。
　企業役員である参加者は、各々の 
経営課題について講義・グループデ 

 
 
 
 
 
 
 
 
ィスカッションを通して方向性を見
出していた。

品質管理委員会 
 

 
 
■定例委員会 
　７月22日(金)、町野委員長はじめ
委員16名が出席して、㈱不二越滑川
事業所において開催した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　今回は今後の事業計画について審
議。各講座担当委員は受講者を増や
す観点も含めて講座を見直し、次年
度計画に反映していくこととした。 
　委員企業見学では、㈱不二越滑川
事業所の中田カーハイドロリクス事
業部長から企業概要、カーハイドロ
リクス事業の概要、品質管理取り組
み状況について説明を受け、自動車
用ソレノイドバルブ・油圧ユニット 

 
等の製造工場を見学した。見学後、
質疑応答ならびに意見交換を行った。 

■部課長マネジメントコース講座
　７月６日(水)～８日(金)２泊３日
で、23名が参加し、山田交流促進セ
ンターを会場に開催した。
　本講座は次代を担う部課長として、
企業のおかれた状況を正しく認識し、
会社方針に基づいて自らの役割を果
たすために問題点の発見とその改善
方法について実践的に学ぶもの。　
　まず、玉川大学工学部経営工学科
教授 小野道照氏から「問題の構造
をとらえる鍵」と題して、組織の仕
事の質を高めるためのＰＤＣＡ・Ｓ
ＤＣＡサイクルの回し方を理解し、
実践することが大切と学んだ。 
　となみの工業㈱代表取締役社長　
棚邊一雄氏からは「部課長のマネジ
メント」と題して、この講座は「イ
モ洗い」の場。互いに一皮むけてほ
しい。リーダーの資質として部下を 
ひとりの人間として任せる、仕事で 

 
 
 
 
 
 
 
 
追い込むことが成長につながること
を学んだ。 
　特別講演として、コーセル㈱取締
役会長 飴久晴氏から「部課長に望
むこと」と題して、部下育成に際し
「耳は大きく、口は小さく、眼はや
さしく」など、先人の知恵と自らの
経営者としての経験談などを聞いた。
　グループディスカッションでは、
「変革の時代を担う部課長の役割」
をメーンテーマとし、異業種、異職
種のメンバーで部課長としての問題
点の認識とサブテーマ決めを含めた
ストーリー展開にかなり苦労したが、
講師・世話人の指導を受け、受講者
は手応えをつかんで講座を修了した。
　（「参加者NOTES」15頁掲載）

環境委員会 
 

 
 
■幹事会 
　８月９日(火)、白江副委員長はじ
め幹事10名が出席して、富山経協・
研修室において開催した。
　白江副委員長挨拶の後、「2011年
度の中間事業報告と今後の活動予定」
について審議し、①10月開催予定の
県内企業見学研修会は北陸電力㈱変
圧器リサイクルセンターと佐藤鉄工

㈱本社工場を見学先として事務局で
調整する、②東日本大震災の影響で 

 
開催を見合わせた地球温暖化対策セ
ミナーについては、再生可能エネル
ギー法案の動向等を見ながら調整し
ていくこととした。

■県外企業見学研修会

　８月３日(水)、白江副委員長はじ
め29名が参加し、小松精練㈱（能美
市）とニッコー㈱（白山市）を見学 
した。 

　セミナーには女性54名が参加され
ました。私の会社では男性が多く、
普段の職場では見られない光景だっ
たため、少し緊張しながら受講しま
した。 
　まず印象的だったのは、講師の岡
野先生がとても輝いて見えたことで
す。子育てをしながら定年近くまで
ビジネス実務学科の教授を務めてお
られ、イキイキとされていました。
どんなことでも前向きに考えて、そ
れを口に出すことで実行できるとい
うお話は、とても説得力があるよう

に感じました。 
　セミナーで学んだことは、毎日少
しずつでも自分を変えていこうと努
力をすることがキャリアアップに繋
がるということです。「過去と他人
は変えることができない」のであれ
ば、未来と自分を変えるしかないこ
とを心の片隅に置いておきたいと思
いました。これからは日々の仕事を
進めるだけでなく、自分のやり方で
仕事を進めていきたいと思います。 
　私は入社７年目になりますが、中
堅社員と呼ぶにはまだまだ力不足で

す。仕事の進め方について、スケジ
ュール管理や問題意識を持つことな
ど改善点は幾つもあります。今回の
セミナーでは、会社ではなかなか詳
しく教えてもらえない仕事の進め方
を学ぶことができました。 
　また、６人のグループになって現
在の仕事での悩みを打ち明け、解決
策について話し合いました。皆さん
が大なり小なり悩みを持ちながら働
いていることに共感し、心強ささえ
感じました。県内に同じように働く
女性が多くおられることを知り、と
ても励みになりました。 
　キャリアアップには知的体力と夢
が必要であり、自分を知る、未来を
描く、自分を磨く努力をしなければ
ならないとのことでした。それらを
毎日少しずつでも積み重ねていきた
いと思います。 

「女性社員キャリアアップセミナー」を 
　　　　　　　　　　　　　受講して 

教育委員会 

燐化学工業株式会社 
技術開発部　開発グループ　作道　千枝　　　 　今回、本講座を受講するに当たっ

て、事前に過去に参加した人達の話
を聞いていたので、肉体的・精神的
に大変な講座であることは覚悟して
いました。ただ、大変であるからこ
そ得るものも大きいと思い、不安と
期待、両方の思いを持って参加しま
した。 
　講座は講義とグループディスカッ
ションで構成されており、講義につ
いては、玉川大学の小野先生から「問
題の構造をとらえる鍵」、となみの
工業㈱の棚邊社長から「部課長のマ
ネジメント」、コーセル㈱の飴会長
から「部課長に望むこと」がそれぞ

れあり、語られる言葉すべてが長年
の経験から出ており、一言一言が非
常に重みがありました。特に印象的
な言葉として、『部課長は、部下に
何でその課題（問題）に取り組まな
ければならないのかを理解させる必
要性がある』、『部下の能力を引き
出すのは部課長の責任である』『そ
れらを実行させるためには、自分が
変わらなければならない』と、自分
に不足していることがたくさんある
ことを再認識させられました。 
　この講座の目玉でもある、グルー
プディスカッション（Ｇ.Ｄ.）では、
異業種の同じ立場の人たちとの交流

で２日間、夜遅くまで討議を重ね、
問題の共有化、解決に向けた問題の
本質的な要因の掘り下げの重要性、
自責（自分の立場）の念で問題解析を
すること（問題があるのを部下や他
人のせいにするのではなく、なぜい
ろんな問題が出てくるのかを部課長
の立場で考える必要性）などを知る
ことができました。ＧＤは大変有意
義なものでしたが、自社の問題解決
に当てはめてみると、常に自分(部
課長)の立場で考え、取り組み、部
下の力を信じて一体となって進める
ことができていなかったと反省して
います。　　　　　　　　　人はそ
れぞれ違うし、長所、短所いろいろ
あるが、短所ばかりを見るのではな
く、長所をいかに伸ばすかを念頭に
おいて取り組むことができていなか
ったので、今回の講座で学んだこと
を生かし、今後そのような観点で仕
事に取り組んで行きたいと思います。 
 

「部課長マネジメントコース講座」に 
　　　　　　　　　　　　　参加して 

品質管理委員会 

中越合金鋳工株式会社 
製造部　連続鋳造二課　課長　中田　剛志　　　 

部下において 、 また、 
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■ＴＱＭ経営者トップミーティング
　９月２日(金)、18名が参加して、
富山第一ホテルで開催した。
　今年度新たに企画した講座で、企
業役員を対象に、品質経営、ＴＱＭ、
経営トップの役割などについて、優
良企業のトップから実際の事例を学
び、自社において活動を実践するこ
とで、売上増大、利益の向上につな
げていけるよう、そのための指針や
ヒントをつかむことをねらいとして

いる。
　第１回講師は、常に高利益率を維
持しているヒロセ電機㈱社長 中村
達朗氏を招いて、「品質を上げれば
コストは下がる」と題して講演をい
ただいた。引き続き４グループに分
かれて「グローバル化における品質
保証」などのテーマについてグルー
プディスカッションを行った。
　企業役員である参加者は、各々の 
経営課題について講義・グループデ 

 
 
 
 
 
 
 
 
ィスカッションを通して方向性を見
出していた。

品質管理委員会 
 

 
 
■定例委員会 
　７月22日(金)、町野委員長はじめ
委員16名が出席して、㈱不二越滑川
事業所において開催した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　今回は今後の事業計画について審
議。各講座担当委員は受講者を増や
す観点も含めて講座を見直し、次年
度計画に反映していくこととした。 
　委員企業見学では、㈱不二越滑川
事業所の中田カーハイドロリクス事
業部長から企業概要、カーハイドロ
リクス事業の概要、品質管理取り組
み状況について説明を受け、自動車
用ソレノイドバルブ・油圧ユニット 

 
等の製造工場を見学した。見学後、
質疑応答ならびに意見交換を行った。 

■部課長マネジメントコース講座
　７月６日(水)～８日(金)２泊３日
で、23名が参加し、山田交流促進セ
ンターを会場に開催した。
　本講座は次代を担う部課長として、
企業のおかれた状況を正しく認識し、
会社方針に基づいて自らの役割を果
たすために問題点の発見とその改善
方法について実践的に学ぶもの。　
　まず、玉川大学工学部経営工学科
教授 小野道照氏から「問題の構造
をとらえる鍵」と題して、組織の仕
事の質を高めるためのＰＤＣＡ・Ｓ
ＤＣＡサイクルの回し方を理解し、
実践することが大切と学んだ。 
　となみの工業㈱代表取締役社長　
棚邊一雄氏からは「部課長のマネジ
メント」と題して、この講座は「イ
モ洗い」の場。互いに一皮むけてほ
しい。リーダーの資質として部下を 
ひとりの人間として任せる、仕事で 

 
 
 
 
 
 
 
 
追い込むことが成長につながること
を学んだ。 
　特別講演として、コーセル㈱取締
役会長 飴久晴氏から「部課長に望
むこと」と題して、部下育成に際し
「耳は大きく、口は小さく、眼はや
さしく」など、先人の知恵と自らの
経営者としての経験談などを聞いた。
　グループディスカッションでは、
「変革の時代を担う部課長の役割」
をメーンテーマとし、異業種、異職
種のメンバーで部課長としての問題
点の認識とサブテーマ決めを含めた
ストーリー展開にかなり苦労したが、
講師・世話人の指導を受け、受講者
は手応えをつかんで講座を修了した。
　（「参加者NOTES」15頁掲載）

環境委員会 
 

 
 
■幹事会 
　８月９日(火)、白江副委員長はじ
め幹事10名が出席して、富山経協・
研修室において開催した。
　白江副委員長挨拶の後、「2011年
度の中間事業報告と今後の活動予定」
について審議し、①10月開催予定の
県内企業見学研修会は北陸電力㈱変
圧器リサイクルセンターと佐藤鉄工

㈱本社工場を見学先として事務局で
調整する、②東日本大震災の影響で 

 
開催を見合わせた地球温暖化対策セ
ミナーについては、再生可能エネル
ギー法案の動向等を見ながら調整し
ていくこととした。

■県外企業見学研修会

　８月３日(水)、白江副委員長はじ
め29名が参加し、小松精練㈱（能美
市）とニッコー㈱（白山市）を見学 
した。 

　セミナーには女性54名が参加され
ました。私の会社では男性が多く、
普段の職場では見られない光景だっ
たため、少し緊張しながら受講しま
した。 
　まず印象的だったのは、講師の岡
野先生がとても輝いて見えたことで
す。子育てをしながら定年近くまで
ビジネス実務学科の教授を務めてお
られ、イキイキとされていました。
どんなことでも前向きに考えて、そ
れを口に出すことで実行できるとい
うお話は、とても説得力があるよう

に感じました。 
　セミナーで学んだことは、毎日少
しずつでも自分を変えていこうと努
力をすることがキャリアアップに繋
がるということです。「過去と他人
は変えることができない」のであれ
ば、未来と自分を変えるしかないこ
とを心の片隅に置いておきたいと思
いました。これからは日々の仕事を
進めるだけでなく、自分のやり方で
仕事を進めていきたいと思います。 
　私は入社７年目になりますが、中
堅社員と呼ぶにはまだまだ力不足で

す。仕事の進め方について、スケジ
ュール管理や問題意識を持つことな
ど改善点は幾つもあります。今回の
セミナーでは、会社ではなかなか詳
しく教えてもらえない仕事の進め方
を学ぶことができました。 
　また、６人のグループになって現
在の仕事での悩みを打ち明け、解決
策について話し合いました。皆さん
が大なり小なり悩みを持ちながら働
いていることに共感し、心強ささえ
感じました。県内に同じように働く
女性が多くおられることを知り、と
ても励みになりました。 
　キャリアアップには知的体力と夢
が必要であり、自分を知る、未来を
描く、自分を磨く努力をしなければ
ならないとのことでした。それらを
毎日少しずつでも積み重ねていきた
いと思います。 

「女性社員キャリアアップセミナー」を 
　　　　　　　　　　　　　受講して 

教育委員会 

燐化学工業株式会社 
技術開発部　開発グループ　作道　千枝　　　 　今回、本講座を受講するに当たっ

て、事前に過去に参加した人達の話
を聞いていたので、肉体的・精神的
に大変な講座であることは覚悟して
いました。ただ、大変であるからこ
そ得るものも大きいと思い、不安と
期待、両方の思いを持って参加しま
した。 
　講座は講義とグループディスカッ
ションで構成されており、講義につ
いては、玉川大学の小野先生から「問
題の構造をとらえる鍵」、となみの
工業㈱の棚邊社長から「部課長のマ
ネジメント」、コーセル㈱の飴会長
から「部課長に望むこと」がそれぞ

れあり、語られる言葉すべてが長年
の経験から出ており、一言一言が非
常に重みがありました。特に印象的
な言葉として、『部課長は、部下に
何でその課題（問題）に取り組まな
ければならないのかを理解させる必
要性がある』、『部下の能力を引き
出すのは部課長の責任である』『そ
れらを実行させるためには、自分が
変わらなければならない』と、自分
に不足していることがたくさんある
ことを再認識させられました。 
　この講座の目玉でもある、グルー
プディスカッション（Ｇ.Ｄ.）では、
異業種の同じ立場の人たちとの交流

で２日間、夜遅くまで討議を重ね、
問題の共有化、解決に向けた問題の
本質的な要因の掘り下げの重要性、
自責（自分の立場）の念で問題解析を
すること（問題があるのを部下や他
人のせいにするのではなく、なぜい
ろんな問題が出てくるのかを部課長
の立場で考える必要性）などを知る
ことができました。ＧＤは大変有意
義なものでしたが、自社の問題解決
に当てはめてみると、常に自分(部
課長)の立場で考え、取り組み、部
下の力を信じて一体となって進める
ことができていなかったと反省して
います。　　　　　　　　　人はそ
れぞれ違うし、長所、短所いろいろ
あるが、短所ばかりを見るのではな
く、長所をいかに伸ばすかを念頭に
おいて取り組むことができていなか
ったので、今回の講座で学んだこと
を生かし、今後そのような観点で仕
事に取り組んで行きたいと思います。 
 

「部課長マネジメントコース講座」に 
　　　　　　　　　　　　　参加して 

品質管理委員会 

中越合金鋳工株式会社 
製造部　連続鋳造二課　課長　中田　剛志　　　 

部下において 、 また、 
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新会員紹介  

所 在 地  
代 表 者  
創 業  
従 業 員  
事業内容 

（五十音順） 

■ 社会福祉法人 わかば福祉会 
 所 在 地  
代 表 者  
設 立  
従 業 員  
事業内容 

富山市堀川町455番地
理事長　　　　  小島　葉子
1968(昭和43年)年４月
100名
乳幼児の保育、小学生の放 
課後・長期休暇の保育

富山市稲代1023

理事長　　　　澤田　秀夫
1998(平成10)年４月
75名
障害児施設、ケアハウス、 
保育所

■ 株式会社 明文堂プランナー 
 所 在 地  
代 表 者  
 
設 立  
資 本 金  
従 業 員  
事業内容 

富山市経堂123－４
代表取締役社長　 
　　　　　　　清水　　満
1945(昭和20)年
４億3,247万円
50名
書籍・文具等の販売、ＤＶ 
Ｄ/ビデオ・ＣＤ等のレンタ 
ル及び販売、コーヒーチェーンの運営、 
富士ゼロックス・ＯＡ機器の販売

■ 社会福祉法人 秀愛会 
 

■ 株式会社 スクールエー 
 所 在 地  
代 表 者  
設 立  
資 本 金  
従 業 員  
事業内容 

富山市上本町7番3号
代表取締役　　清水　哲朗
1967(昭和42)年５月
1,000万円
10名
学校制服の販売

議した。 
（1）富山経協の現状 

　事務局より会員推移および事業活
動の現況について説明を行った。
（2）今後の事業予定について

　事務局より説明し、９月のゴルフ
コンペ、11月のボウリング大会は計
画通りに開催することを報告。
　文化講演会については、富山を舞
台にした映画「RAILWAYS２」関
係者をとの案により、事務局で検討
することとした。（その後、11月開
催の「東部地区会員懇談会」に製作
総指揮の阿部秀司氏を講師に招くこ
とで、事務局で調整を進めている）
 
 
 
 
 
 
 
 

■企業見学会 
　８月10日(水)、定例委員会に先立
ち、14名で明治安田生命富山ビルを
企業見学した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　最初に、明治安田生命富山支社長
の岡島清隆氏から「安田善次郎物語」
と題した講話で、後の大財閥に導く
創業者安田善次郎氏の足跡や、地元
富山への貢献の逸話などを聴いた。
その後、２階の記念展示室で、功績
を紹介するＤＶＤを鑑賞し、それら
を裏付ける資料や人柄を偲ばせる身
の回り品や文書を見学した。参加者
一同、富山が生んだ大実業家への認
識を改めて確認した。 

■第116回会員交流ゴルフコンペ
　９月10日(土)、呉羽カントリーク
ラブ（立山コース）で開催し、16名
が熱戦を繰り広げた。
　今回は、㈱チューリップテレビ社
長の島倉正氏がネット70で優勝を飾
った。
【上位結果】（敬称略）
優　勝　島倉　正（チューリップ
　　　　　　　　　　　　テレビ）
準優勝　富田文男（北陸電気工事）
３　位　石塚　携（富山アメニティ
　　　　　　　　　　　システム）
４　位　島谷浩司（北日本放送）
５　位　蓮池浩二（リッチェル） 

　ポリエステル織編物の精練・染色・
捺染加工等の小松精練㈱では、同社
の概要と環境への取り組みに関する
説明を受けた。きめ細かな省エネで
約8,300kWh/日の節電を達成。自家
発電燃料のＬＮＧ化や排水処理過程
で発生する汚泥に珪藻土を混ぜて屋
上緑化、壁面緑化に利用できる基盤
の製作にも取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
　ニッコー㈱では、硬質陶器の技術
者の提案から、小型風力発電機の製
造・販売事業を展開している。定格
出力200Wから10kWまでの５機種を
ラインナップして生産。東日本大震
災後は停電時の非常用電源としての

問合せが増加しており、今後のコス
トダウン、発電効率の向上を期待さ
れている。 
　他社の環境への取り組みを肌で感
じられる見学会となった。 
　（「参加者NOTES」16頁掲載）

　 
■富山県生活環境文化部との 
　情報交換 
　８月26日(金)、29名が参加して富
山経協・研修室で実施した。
　環境政策課 中山係長より「地球
温暖化対策等に関する県の取組みに
ついて」、環境保全課 中島課長補
佐より「環境保全施策の動向につい
て」、(財)環日本海環境協力センタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
ー調査研究部 九澤次長より｢環日本
海地域における環境保全の取組みに
ついて｣、森林政策課 山下副主幹よ
り「水と緑の森づくりの取組みにつ
いて｣と題して、環境行政に関する
講演をいただいた。 
　　　　　（講演要旨は８頁掲載） 
 

文化交流委員会 
 

 
 
■定例委員会 
　８月10日(水)、桑名委員長はじめ
委員14名の出席により、明治安田生 
 

 
命富山ビルで開催した。委員長挨拶
の中で、新副委員長に島谷浩司氏（北
日本放送）が就任したとの報告があ
り、この後、次の議案について協 

優勝の島倉氏 

 

　「環境」か「ビジネス」か。こう
した図式はよく聞かれます。今回訪
問させていただいた小松精練㈱様と
ニッコー㈱　　　　　　　　　こう
した二項対立を超えて、自社の事業
の延長線上に「環境」を「ビジネス」
にされている点にあります。 
　小松精練㈱様は、ポリエステル織
編物の精練・染色・捺染加工、ＤＩ
ＭＡ(複合薄膜ファブリック)の分 
野で日本を代表する企業です。 
　同社では天然ガスを用いた自家発
電を行い、エネルギーの効率的な利
用とコストダウンを実現されていま
す。また、ＬＥＤ照明への更新や、

電動機のメンテナンス等により数千
kwh/日の節電を図っています。こう
した「環境」と「コストダウン」の
両立に加えて、同社の排水処理で発
生する汚泥を粘土等と合わせて焼き
上げ、壁面や屋上の緑化に用いられ
る多孔質のセラミック基板として製
品化されています。屋上や壁面の緑
化の普及した社会を描いたジオラマ
がショールームに用意され、ご説明
いただいた�木専務の活き活きとし
た表情からこの事業に掛ける同社の
意気込みを強く感じました。 
　ニッコー㈱　　　九谷焼の技術を
活かした洋食器メーカーとして、前

田家の出資を得て創業された石川県
らしい由緒ある企業です。現在では、
洋食器に加え、電子セラミック、住
設機器に事業領域を広げていますが、
いずれも陶器の技術から派生したも
のです。 
　同社は住設機器のＦＲＰ成型技術
を活かして小型風力発電機の製造・
販売を手掛けています。小型風力発
電機はモニュメント的に設置される
ことが多いことから、同社の洋食器
のデザインセンスを活かしてクジラ
をモチーフとしたデザインを採用す
るなど、機能以外の付加価値を付与
されています。小型とはいえなかな
か値の張る商品で、今後の普及・量
産によるコストダウンが期待されま
す。 
　自社の環境負荷を低減するだけで
なく、自社の強みを活かして環境ビ
ジネスに進出する先進的な事例を見
学し、大変有意義な視察でした。 

「県外企業見学研修会」に参加して 

環境委員会 

金森産業株式会社 
　取締役社長室長　金森　洋平　　　 

様は、 

様に共通するのは、 
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新会員紹介  

所 在 地  
代 表 者  
創 業  
従 業 員  
事業内容 

（五十音順） 

■ 社会福祉法人 わかば福祉会 
 所 在 地  
代 表 者  
設 立  
従 業 員  
事業内容 

富山市堀川町455番地
理事長　　　　  小島　葉子
1968(昭和43年)年４月
100名
乳幼児の保育、小学生の放 
課後・長期休暇の保育

富山市稲代1023

理事長　　　　澤田　秀夫
1998(平成10)年４月
75名
障害児施設、ケアハウス、 
保育所

■ 株式会社 明文堂プランナー 
 所 在 地  
代 表 者  
 
設 立  
資 本 金  
従 業 員  
事業内容 

富山市経堂123－４
代表取締役社長　 
　　　　　　　清水　　満
1945(昭和20)年
４億3,247万円
50名
書籍・文具等の販売、ＤＶ 
Ｄ/ビデオ・ＣＤ等のレンタ 
ル及び販売、コーヒーチェーンの運営、 
富士ゼロックス・ＯＡ機器の販売

■ 社会福祉法人 秀愛会 
 

■ 株式会社 スクールエー 
 所 在 地  
代 表 者  
設 立  
資 本 金  
従 業 員  
事業内容 

富山市上本町7番3号
代表取締役　　清水　哲朗
1967(昭和42)年５月
1,000万円
10名
学校制服の販売

議した。 
（1）富山経協の現状 

　事務局より会員推移および事業活
動の現況について説明を行った。
（2）今後の事業予定について

　事務局より説明し、９月のゴルフ
コンペ、11月のボウリング大会は計
画通りに開催することを報告。
　文化講演会については、富山を舞
台にした映画「RAILWAYS２」関
係者をとの案により、事務局で検討
することとした。（その後、11月開
催の「東部地区会員懇談会」に製作
総指揮の阿部秀司氏を講師に招くこ
とで、事務局で調整を進めている）
 
 
 
 
 
 
 
 

■企業見学会 
　８月10日(水)、定例委員会に先立
ち、14名で明治安田生命富山ビルを
企業見学した。
 
 
 
 
 
 
 
 
　最初に、明治安田生命富山支社長
の岡島清隆氏から「安田善次郎物語」
と題した講話で、後の大財閥に導く
創業者安田善次郎氏の足跡や、地元
富山への貢献の逸話などを聴いた。
その後、２階の記念展示室で、功績
を紹介するＤＶＤを鑑賞し、それら
を裏付ける資料や人柄を偲ばせる身
の回り品や文書を見学した。参加者
一同、富山が生んだ大実業家への認
識を改めて確認した。 

■第116回会員交流ゴルフコンペ
　９月10日(土)、呉羽カントリーク
ラブ（立山コース）で開催し、16名
が熱戦を繰り広げた。
　今回は、㈱チューリップテレビ社
長の島倉正氏がネット70で優勝を飾
った。
【上位結果】（敬称略）
優　勝　島倉　正（チューリップ
　　　　　　　　　　　　テレビ）
準優勝　富田文男（北陸電気工事）
３　位　石塚　携（富山アメニティ
　　　　　　　　　　　システム）
４　位　島谷浩司（北日本放送）
５　位　蓮池浩二（リッチェル） 

　ポリエステル織編物の精練・染色・
捺染加工等の小松精練㈱では、同社
の概要と環境への取り組みに関する
説明を受けた。きめ細かな省エネで
約8,300kWh/日の節電を達成。自家
発電燃料のＬＮＧ化や排水処理過程
で発生する汚泥に珪藻土を混ぜて屋
上緑化、壁面緑化に利用できる基盤
の製作にも取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
　ニッコー㈱では、硬質陶器の技術
者の提案から、小型風力発電機の製
造・販売事業を展開している。定格
出力200Wから10kWまでの５機種を
ラインナップして生産。東日本大震
災後は停電時の非常用電源としての

問合せが増加しており、今後のコス
トダウン、発電効率の向上を期待さ
れている。 
　他社の環境への取り組みを肌で感
じられる見学会となった。 
　（「参加者NOTES」16頁掲載）

　 
■富山県生活環境文化部との 
　情報交換 
　８月26日(金)、29名が参加して富
山経協・研修室で実施した。
　環境政策課 中山係長より「地球
温暖化対策等に関する県の取組みに
ついて」、環境保全課 中島課長補
佐より「環境保全施策の動向につい
て」、(財)環日本海環境協力センタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
ー調査研究部 九澤次長より｢環日本
海地域における環境保全の取組みに
ついて｣、森林政策課 山下副主幹よ
り「水と緑の森づくりの取組みにつ
いて｣と題して、環境行政に関する
講演をいただいた。 
　　　　　（講演要旨は８頁掲載） 
 

文化交流委員会 
 

 
 
■定例委員会 
　８月10日(水)、桑名委員長はじめ
委員14名の出席により、明治安田生 
 

 
命富山ビルで開催した。委員長挨拶
の中で、新副委員長に島谷浩司氏（北
日本放送）が就任したとの報告があ
り、この後、次の議案について協 

優勝の島倉氏 

 

　「環境」か「ビジネス」か。こう
した図式はよく聞かれます。今回訪
問させていただいた小松精練㈱様と
ニッコー㈱　　　　　　　　　こう
した二項対立を超えて、自社の事業
の延長線上に「環境」を「ビジネス」
にされている点にあります。 
　小松精練㈱様は、ポリエステル織
編物の精練・染色・捺染加工、ＤＩ
ＭＡ(複合薄膜ファブリック)の分 
野で日本を代表する企業です。 
　同社では天然ガスを用いた自家発
電を行い、エネルギーの効率的な利
用とコストダウンを実現されていま
す。また、ＬＥＤ照明への更新や、

電動機のメンテナンス等により数千
kwh/日の節電を図っています。こう
した「環境」と「コストダウン」の
両立に加えて、同社の排水処理で発
生する汚泥を粘土等と合わせて焼き
上げ、壁面や屋上の緑化に用いられ
る多孔質のセラミック基板として製
品化されています。屋上や壁面の緑
化の普及した社会を描いたジオラマ
がショールームに用意され、ご説明
いただいた�木専務の活き活きとし
た表情からこの事業に掛ける同社の
意気込みを強く感じました。 
　ニッコー㈱　　　九谷焼の技術を
活かした洋食器メーカーとして、前

田家の出資を得て創業された石川県
らしい由緒ある企業です。現在では、
洋食器に加え、電子セラミック、住
設機器に事業領域を広げていますが、
いずれも陶器の技術から派生したも
のです。 
　同社は住設機器のＦＲＰ成型技術
を活かして小型風力発電機の製造・
販売を手掛けています。小型風力発
電機はモニュメント的に設置される
ことが多いことから、同社の洋食器
のデザインセンスを活かしてクジラ
をモチーフとしたデザインを採用す
るなど、機能以外の付加価値を付与
されています。小型とはいえなかな
か値の張る商品で、今後の普及・量
産によるコストダウンが期待されま
す。 
　自社の環境負荷を低減するだけで
なく、自社の強みを活かして環境ビ
ジネスに進出する先進的な事例を見
学し、大変有意義な視察でした。 

「県外企業見学研修会」に参加して 

環境委員会 

金森産業株式会社 
　取締役社長室長　金森　洋平　　　 

様は、 

様に共通するのは、 

富山経協：2011年9月号 16 富山経協：2011年9月号 17

 行事レポート Keikyo  行事レポート 



■百貨店・主要スーパーの売上高 
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（注）年補正済のデータである。　　　　　　　　　　　　　（p＝速報値）　（出所：中部経済産業局） 
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（出所：電気事業連合会／北陸電力） 

全 国（％） 

富 山（％） 

 

全 国（倍） 

富 山（倍） 

 

■一般貨物自動車輸送量（富山県内） 
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（出所：富山運輸支局） 

（出所：総務省統計局） 

■完全失業者数及び完全失業率（季節調整値） 
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■有効求人倍率　（パートを含む季節調整値） 

（倍） 

1.4 

 

1.2 

 

1.0 

 

0.8 

 

0.6 

 

0.4 

 

0.2 

 
0

（出所：東京商工リサーチ） 

（出所：厚生労働省／富山労働局職業安定部） 

■企業倒産（富山県内）（件数と負債総額） 
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会員の動き  
（五十音順）（敬称略） 

表紙の花 
スイフヨウ 

フヨウ 

■ 代表者の変更 

川田工業株式会社 
　専務取締役　　　川田　紳一（前：川田忠樹） 

三協化成株式会社 
　代表取締役社長　枡田　秀和（前：一島正明） 

ショウワノート株式会社 
　高岡工場長　　　安部　隆之（前：宮前英明） 

株式会社 新日軽北陸 
　取締役社長　　　板橋　繁雄（前：飯島　晋） 

日本海産商株式会社 
　代表取締役社長　大橋　哲夫（前：陶山泰史） 

株式会社 ホテルアクア黒部 
　代表取締役社長　小林　聖子（前：森野泰夫） 

三谷産業株式会社　空調事業部富山支店 
　支店長　　　　　上嶋　　修（前：清水　譲） 
 

 

ミドリ安全富山株式会社 
　代表取締役　　　忠内　敏也（前：柳原健悟） 

八雲インズ株式会社 
　代表取締役社長　北川　繁明（前：鈴木成紀） 
 
 
■ 役職位の変更 

コーセル株式会社 
　取締役会長　　　町野　利道（前：代表取締役社長） 

 
■ 社名の変更 

日本セック株式会社 
　（前：セト電子工業株式会社） 

　スイフヨウ（酔芙蓉）は中国原産の園芸植物フ
ヨウ（芙蓉）の八重咲き品種です。花は一日花で、
朝咲いた時には純白ですが次第にピンクに色づき、
咲き終わる夕方には赤くなることから、酒に酔っ
たように色が変化するということで酔芙蓉と名づ
けられました。写真は昼頃、ちょうど白とピンク
が混じって見られる頃に撮影したものです。最近
は一重や、一つの花の中に赤と白が混じるくす玉
咲きといった品種も見られます。 
　植物園ではフヨウとスイフヨウを並べて植栽し、
比べて見ることができるようにしています。フヨ
ウの花を見ると、先が５つに分かれた長い雌しべ
と、その周りにブラシ状の多数の雄しべがあるこ
とから、ハイビスカスと同じ仲間（アオイ科）で
あることがわかります。フヨウは西日本の暖地で
は野生化していることもあり、本来は高さ３ｍに
なる低木です。スイフヨウは寒さにやや弱く冬に
枝枯れを起こすため、植物園では晩秋に地上部を
切って越冬させ、毎春新梢を出させるという多年
草的な管理をしています。鉢植えで楽しむ場合は、

枝を剪定して冬は玄関先などに取り込む方がよい
でしょう。 
　スイフヨウは「おわら風の盆」が舞台となる高
橋治の小説『風の盆恋歌』に登場します。小説が
テレビドラマで紹介されたことや、石川さゆりの
同名の歌に歌われたことがきっかけですっかり有
名になりましたが、八尾の街でよく見られるよう
になったのは、実はドラマの放映後だということ
です。小説や歌のイメージから、「おわら」の頃
に花が咲いていると思われますが、フヨウが８月
下旬から咲き始めるのに対し、スイフヨウの花は
２週間ほど遅く９月中旬からなので、残念ながら
「おわら」にスイフヨウの花を見ることはできま
せん。 
 （富山県中央植物園　中田政司） 
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（注）年補正済のデータである。　　　　　　　　　　　　　（p＝速報値）　（出所：中部経済産業局） 
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■一般貨物自動車輸送量（富山県内） 
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（出所：富山運輸支局） 

（出所：総務省統計局） 

■完全失業者数及び完全失業率（季節調整値） 
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■有効求人倍率　（パートを含む季節調整値） 
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■企業倒産（富山県内）（件数と負債総額） 
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会員の動き  
（五十音順）（敬称略） 

表紙の花 
スイフヨウ 

フヨウ 

■ 代表者の変更 

川田工業株式会社 
　専務取締役　　　川田　紳一（前：川田忠樹） 

三協化成株式会社 
　代表取締役社長　枡田　秀和（前：一島正明） 

ショウワノート株式会社 
　高岡工場長　　　安部　隆之（前：宮前英明） 

株式会社 新日軽北陸 
　取締役社長　　　板橋　繁雄（前：飯島　晋） 

日本海産商株式会社 
　代表取締役社長　大橋　哲夫（前：陶山泰史） 

株式会社 ホテルアクア黒部 
　代表取締役社長　小林　聖子（前：森野泰夫） 

三谷産業株式会社　空調事業部富山支店 
　支店長　　　　　上嶋　　修（前：清水　譲） 
 

 

ミドリ安全富山株式会社 
　代表取締役　　　忠内　敏也（前：柳原健悟） 

八雲インズ株式会社 
　代表取締役社長　北川　繁明（前：鈴木成紀） 
 
 
■ 役職位の変更 

コーセル株式会社 
　取締役会長　　　町野　利道（前：代表取締役社長） 

 
■ 社名の変更 

日本セック株式会社 
　（前：セト電子工業株式会社） 

　スイフヨウ（酔芙蓉）は中国原産の園芸植物フ
ヨウ（芙蓉）の八重咲き品種です。花は一日花で、
朝咲いた時には純白ですが次第にピンクに色づき、
咲き終わる夕方には赤くなることから、酒に酔っ
たように色が変化するということで酔芙蓉と名づ
けられました。写真は昼頃、ちょうど白とピンク
が混じって見られる頃に撮影したものです。最近
は一重や、一つの花の中に赤と白が混じるくす玉
咲きといった品種も見られます。 
　植物園ではフヨウとスイフヨウを並べて植栽し、
比べて見ることができるようにしています。フヨ
ウの花を見ると、先が５つに分かれた長い雌しべ
と、その周りにブラシ状の多数の雄しべがあるこ
とから、ハイビスカスと同じ仲間（アオイ科）で
あることがわかります。フヨウは西日本の暖地で
は野生化していることもあり、本来は高さ３ｍに
なる低木です。スイフヨウは寒さにやや弱く冬に
枝枯れを起こすため、植物園では晩秋に地上部を
切って越冬させ、毎春新梢を出させるという多年
草的な管理をしています。鉢植えで楽しむ場合は、

枝を剪定して冬は玄関先などに取り込む方がよい
でしょう。 
　スイフヨウは「おわら風の盆」が舞台となる高
橋治の小説『風の盆恋歌』に登場します。小説が
テレビドラマで紹介されたことや、石川さゆりの
同名の歌に歌われたことがきっかけですっかり有
名になりましたが、八尾の街でよく見られるよう
になったのは、実はドラマの放映後だということ
です。小説や歌のイメージから、「おわら」の頃
に花が咲いていると思われますが、フヨウが８月
下旬から咲き始めるのに対し、スイフヨウの花は
２週間ほど遅く９月中旬からなので、残念ながら
「おわら」にスイフヨウの花を見ることはできま
せん。 
 （富山県中央植物園　中田政司） 
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事務・間接（スタッフ） 部門の効果的な業務改善の進め方 
 

事例発表会 
 

■日　時：10月13日(木)　13:00～17:00

■場　所：北陸電力㈱変圧器リサイクルセンター
　　　　　　　　　　　  (13:00～14:30)

　　　　　佐藤鉄工㈱　  (15:30～17:00)

■参加費：2,000円
■定　員：25名（先着順） 

　事務・技術系業務の改善や仕事の質の向上
をめざし、業務プロセス改善の着眼点や適用
しやすい改善手法を、ツールや事例、異業種
交流を通じて学ぶ。

■日　時：10月18日(火)　9:30～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：(社)中部産業連盟
　　　　　　上席主任コンサルタント　渡辺　季幸
■受講料：会員 13,000円／会員外 26,000円

コスト改善力実践コース 

　製造部門において必要な原価情報の出し方、 
コストダウンの狙いどころ、コストダウンの 
実践・実務まで、体系的に指導する。 

■日　時：11月16日(水)　9:30～16:00

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：ＭＥマネジメントサービス
　　　　　　常務取締役　技術士　小川　正樹
■受講料：会員 13,000円／会員外 26,000円

■日　時：10月７日(金)　9:30～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99号室
■講　師：中央大学理工学部経営システム工学科
　　　　　　　　　　　　教授　中條　武志
■受講料：会員 12,000円／会員外 24,000円
■定　員：40名（先着順）

ISO9001内部監査員養成コース 
 
■日　時：11月９日(水)　9:30～17:00

　　　　　11月10日(木)　9:00～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99号室

■講　師：㈱ダイナテック
　　　　　　ISOコンサルタント　小紙　浩
■受講料：会員 20,000円／会員外 40,000円
■定　員：30名（先着順） 

■日　時：10月26日(水)～27日(木)

■場　所：コマツ　粟津工場
 　　　　  福井鋲螺㈱　加賀工場
■参加費：20,000円
■定　員：20名（先着順）

■日　時：11月24日(木)　14:00～16:00

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99号室
■テーマ：「環境への取り組み事例紹介」
■発表者：環境委員会情報交換会メンバー
■参加費：無料
■定　員：50名（先着順） 

　人事・労務管理セミナー（第3回） 労働法実務研修会（第3回） 

メンタルヘルス、セクハラ、パワハラなど今 
日的な問題について、管理監督者を対象に就 
業管理のあり方についてわかりやすく解説。

■日　時：10月12日(水)　13:30～16:30

■場　所：富山県経営者協会　研修室
■講　師：加納人事労務研究所
　　　　　　特定社会保険労務士  加納　明夫
■受講料：会員 9,000円／会員外 18,000円

最近の労働法関連の法律問題や使用者の留意 
点について、判例、事例を通してわかりやす 
く解説指導。

■日　時：11月17日(木)　13:30～16:00

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：弁護士　木下　潮音
■受講料：会員 3,000円／会員外 16,000円

　若手社員活性化コース 
 

管理者基礎コース 
 

企業環境が激動する中、「仕事のできる創造 
型人間」「積極的挑戦型人間」を育成する。 

■日　時：10月14日(金) 　9:30～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：マネジメント・アドバイザー
　　　　　元(財)日本生産性本部参与　 
　　　　　　　　　　　　　　　松田　勝明
■受講料：会員 9,000円／会員外 18,000円

異業種交流を通して管理者の課題解決を図る。

■日　時：11月11日(金)・12日(土)

　　　　　　　　　　　　　9:30～15:00

■場　所：インテック大山研修センター
■講　師：(財)日本生産性本部
　　　　　　認定コンサルタント　市川　　登
■受講料：会員 32,000円／会員外 60,000円

（事業案内） 
 

お申し込みはホームページ 
http://www.toyama-keikyo.jp/ からお願いします。 
 

INFORMATION

人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！ 

財団 
法人 産業雇用安定センター 

http://www.sangyokoyo.or.jp/
ご利用時間／9：00～17：00（土・日・祝日は休み） 

076－442－6900
076－439－2860

TEL
FAX

〒930-0857　富山市奥田新町　    ボルファートとやま10Ｆ 8-1 

そんなとき、お気軽にご相談ください。 

 since １９８７　　    出 向・移 籍（転籍）の 専 門 機 関 

インターネットで最新の人材情報をどうぞ 

人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！ 人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！ 

（2011年４月 「東日本大震災出向等支援対策本部」を設置し活動中） 
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事務・間接（スタッフ） 部門の効果的な業務改善の進め方 
 

事例発表会 
 

■日　時：10月13日(木)　13:00～17:00

■場　所：北陸電力㈱変圧器リサイクルセンター
　　　　　　　　　　　  (13:00～14:30)

　　　　　佐藤鉄工㈱　  (15:30～17:00)

■参加費：2,000円
■定　員：25名（先着順） 

　事務・技術系業務の改善や仕事の質の向上
をめざし、業務プロセス改善の着眼点や適用
しやすい改善手法を、ツールや事例、異業種
交流を通じて学ぶ。

■日　時：10月18日(火)　9:30～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：(社)中部産業連盟
　　　　　　上席主任コンサルタント　渡辺　季幸
■受講料：会員 13,000円／会員外 26,000円

コスト改善力実践コース 

　製造部門において必要な原価情報の出し方、 
コストダウンの狙いどころ、コストダウンの 
実践・実務まで、体系的に指導する。 

■日　時：11月16日(水)　9:30～16:00

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：ＭＥマネジメントサービス
　　　　　　常務取締役　技術士　小川　正樹
■受講料：会員 13,000円／会員外 26,000円

■日　時：10月７日(金)　9:30～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99号室
■講　師：中央大学理工学部経営システム工学科
　　　　　　　　　　　　教授　中條　武志
■受講料：会員 12,000円／会員外 24,000円
■定　員：40名（先着順）

ISO9001内部監査員養成コース 
 
■日　時：11月９日(水)　9:30～17:00

　　　　　11月10日(木)　9:00～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99号室

■講　師：㈱ダイナテック
　　　　　　ISOコンサルタント　小紙　浩
■受講料：会員 20,000円／会員外 40,000円
■定　員：30名（先着順） 

■日　時：10月26日(水)～27日(木)

■場　所：コマツ　粟津工場
 　　　　  福井鋲螺㈱　加賀工場
■参加費：20,000円
■定　員：20名（先着順）

■日　時：11月24日(木)　14:00～16:00

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99号室
■テーマ：「環境への取り組み事例紹介」
■発表者：環境委員会情報交換会メンバー
■参加費：無料
■定　員：50名（先着順） 

　人事・労務管理セミナー（第3回） 労働法実務研修会（第3回） 

メンタルヘルス、セクハラ、パワハラなど今 
日的な問題について、管理監督者を対象に就 
業管理のあり方についてわかりやすく解説。

■日　時：10月12日(水)　13:30～16:30

■場　所：富山県経営者協会　研修室
■講　師：加納人事労務研究所
　　　　　　特定社会保険労務士  加納　明夫
■受講料：会員 9,000円／会員外 18,000円

最近の労働法関連の法律問題や使用者の留意 
点について、判例、事例を通してわかりやす 
く解説指導。

■日　時：11月17日(木)　13:30～16:00

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：弁護士　木下　潮音
■受講料：会員 3,000円／会員外 16,000円

　若手社員活性化コース 
 

管理者基礎コース 
 

企業環境が激動する中、「仕事のできる創造 
型人間」「積極的挑戦型人間」を育成する。 

■日　時：10月14日(金) 　9:30～16:30

■場　所：富山商工会議所ビル９階  99会議室
■講　師：マネジメント・アドバイザー
　　　　　元(財)日本生産性本部参与　 
　　　　　　　　　　　　　　　松田　勝明
■受講料：会員 9,000円／会員外 18,000円

異業種交流を通して管理者の課題解決を図る。

■日　時：11月11日(金)・12日(土)

　　　　　　　　　　　　　9:30～15:00

■場　所：インテック大山研修センター
■講　師：(財)日本生産性本部
　　　　　　認定コンサルタント　市川　　登
■受講料：会員 32,000円／会員外 60,000円

（事業案内） 
 

お申し込みはホームページ 
http://www.toyama-keikyo.jp/ からお願いします。 
 

INFORMATION

人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！ 

財団 
法人 産業雇用安定センター 

http://www.sangyokoyo.or.jp/
ご利用時間／9：00～17：00（土・日・祝日は休み） 

076－442－6900
076－439－2860

TEL
FAX

〒930-0857　富山市奥田新町　    ボルファートとやま10Ｆ 8-1 

そんなとき、お気軽にご相談ください。 

 since １９８７　　    出 向・移 籍（転籍）の 専 門 機 関 

インターネットで最新の人材情報をどうぞ 

人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！ 人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！ 

（2011年４月 「東日本大震災出向等支援対策本部」を設置し活動中） 
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行　事　予　定 
 

2011年9月15日～11月30日

おしらせ 

場所：ホテルグランミラージュ 

11月 日 （金） 11

おしらせ 
東部地区会員懇談会  

  9月16日（金） 

  9月26日（月） 

10月  6日（木） 

11月11日（金） 

11月11日（金） 

11月17日（木） 

11月28日（月） 

  9月15日（木） 

  9月16日（金） 

  9月16日（金） 

 

 

   

  9月27日（火） 

  9月27日（火） 

   

  9月28日（水） 

 

10月  7日（金） 

10月12日（水） 

10月13日（水） 

10月14日（金） 

10月18日（火） 

 

 

 

11月14日（月） 

11月16日（水） 

11月17日（木） 

11月24日（木） 

16:30～18:30 

16:00～17:30 

13:00～15:00 

17:00～ 

17:40～ 

16:30～ 

13:30～ 

13:30～17:00 

13:30～16:00 

13:00～16:00 

  9:00～13:00 

  9:30～16:30 

  9:00～17:00 

13:00～17:30 

13:30～16:30 

  9:30～18:00 

  9:30～16:30 

  9:30～16:30 

  9:30～16:30 

13:30～16:30 

13:00～17:00 

  9:30～16:30 

  9:30～16:30 

 

  9:30～17:00 

  9:30～17:00 

13:30～16:30 

  9:30～16:00 

13:30～16:00 

14:00～16:00

労働法関連法制研究部会（第2回） 

品質管理委員会「定例委員会」 

連合富山との協議会 

政策委員会 

東部地区会員懇談会 

労働法関連法制研究部会（第3回） 

富山県工業教育振興会60周年記念式典 

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 

労働法実務研修会（第２回） 

品質工学実践講座 

管理職マネジメント研修 

ヒューマンエラー対策講座 

品質管理入門コース講座（第2回） 

企業理念見学会 

改善力養成セミナー（基礎編） 

ISO14001内部環境監査員養成講座 

経理・財務の基礎コース 

第1回係長・主任基礎コース 

品質トラブル未然防止セミナー 

人事・労務管理セミナー（第3回） 

県内企業見学研修会 

若手社員活性化コース 

事務・間接（スタッフ）部門の効果的業務改善の進め方 

県外企業見学研修会 

ISO9001内部監査員養成講座 

管理者基礎コース 

品質管理委員会「講演会」 

コスト改善力実践コース 

労働法実務研修会（第3回） 

事例発表会 

人事・労務政策 

品質管理 

経営特別 

 

 

人事・労務政策 
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人事・労務政策 
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経営特別 
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品質管理 
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人事・労務政策 

環　　境 

富山経協・研修室 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

ホテルグランミラージュ 
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富山経協・研修室 

富山電気ビル 

富山経協・研修室 

富山商工会議所ビル 

富山経協・研修室 

富山県農業総合研修所 

富山県市町村会館 

富山経協・研修室 

武内プレス工業㈱ 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 
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富山経協・研修室 

 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

 

富山商工会議所ビル 

インテック大山研修センター 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

富山商工会議所ビル 

 

 

 

 

上記おしらせ参照 

 

 

10月6日（木）にも開催 

 

10月14日（金）にも開催 

10月21、11月18日にも開催 

 

 

 

 

 

 

 

21頁INFORMATION参照 
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20頁INFORMATION参照 

17:40～18:40　講演会 
 

18:50～20:00　懇 親 会 

スイフヨウ （解説・18ページ） 

2011

北電変圧器リサイクルセンター、 
佐藤鉄工 
 

コマツ粟津工場、 
福井鋲螺加賀工場 
 

9月27・28日（火・水） 

10月4・5日（火・水） 

9月21（水)、27日（火） 

9月16・17日（金・土） 

9月21・22日（水・木） 

（別途ご案内申し上げます） 
 

 ２　TOP INTERVIEW 
　　　 立業社　島倉憲治社長 

 ４　政策委員会、富山地区会員懇談会（報告） 

 ５　日本経団連講演録 

 ６　特別講演録（笠井千秋氏／第一線管理監督者講座） 

 ８　富山県生活環境文化部との情報交換（講演要旨） 

 ９　調査報告 
　　　 2011年夏季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉 

10　業務日誌 

11　Keikyo行事レポート 

12　参加者NOTES 

17　新会員紹介 

18　会員の動き 

19　景況指標 

20　INFORMATION(事業案内) 

22　おしらせ・行事予定 

10月26・27日（水・木） 

11月  9・10日（水・木） 

11月11・12日（金・土） 

 

講師：阿部  秀司 氏  
           （映画「RAILWAYS」製作総指揮） 
 

「映画先進県へのすすめ」 


